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は
じ
め
に

　

堀
辰
雄
（
一
九
〇
四
〜
一
九
五
三
）
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
旗
手
と
し

て
昭
和
初
年
代
に
デ
ビ
ュ
ー
し
、
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
や
マ
ル
セ
ル
・
プ

ル
ー
ス
ト
と
い
っ
た
同
時
代
の
西
洋
文
学
を
い
ち
は
や
く
紹
介
し
た
作
家

の
一
人
だ
が
、
昭
和
一
〇
年
代
に
は
古
典
文
学
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
っ

た
。
そ
の
例
と
し
て
、『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
』（「
改
造
」
昭
和
一
二
・
一
二
）・『
ほ

と
と
ぎ
す
』（「
文
藝
春
秋
」
昭
和
一
四
・
二
）・『
姨
捨
』（「
文
藝
春
秋
」
昭
和

一
五
・
七
）・『
曠
野
』（「
改
造
」
昭
和
一
六
・
一
二
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

堀
の
生
前
に
『
萬
葉
集
』
を
主
と
す
る
時
代
小
説
は
つ
い
に
発
表
さ
れ

な
か
っ
た
も
の
の
、『
大
和
路
・
信
濃
路
』（「
婦
人
公
論
」
昭
和
一
八
・
一
〜
八
）

を
は
じ
め
、
そ
の
影
響
を
思
わ
せ
る
作
品
は
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
『（
水
の
う
へ
）』『（
出
帆
）』
が
、「
ノ
オ
ト
」
に
類
す
る
も
の
と

銘
打
た
れ
て
全
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
『（
水
の
う
へ
）』『（
出
帆
）』
の
執
筆
と
並
行
す
る
時
期
に
参
照
さ
れ
た

と
お
ぼ
し
き
堀
の
蔵
書
に
は
戦
時
下
に
利
用
さ
れ
た
萬
葉
歌
へ
の
ま
な
ざ

し
が
窺
え
る
と
同
時
に
、
そ
の
政
治
的
利
用
か
ら
は
距
離
を
と
る
姿
勢
も

窺
い
知
れ
る
。
何
よ
り
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
よ
う
な
複
眼
性
を
持
つ
堀

の
書
き
込
み
が
、「
反
戦
」
か
「
戦
争
協
力
」
か
と
い
っ
た
規
範
で
裁
き

き
れ
な
い
戦
時
下
の
人
間
の
心
情
や
時
代
状
況
を
反
映
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
堀
の
『
萬
葉
集
』
へ
の
関
心
は
、
渡
部
麻
実
「
堀
辰
雄
「（
出
帆
）」

と
『
萬
葉
集
』

─
古
の
歌
を
歌
う
こ
と
、
あ
る
い
は
防
人
歌
を
歌
わ
な

い
防
人
た
ち

─
」（「
日
本
近
代
文
学
」
令
和
元
・
一
一
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

古
代
の
死
生
観
と
結
び
つ
く
挽
歌
の
み
な
ら
ず
防
人
歌
に
も
注
が
れ
て
い

る
。
両
者
が
離
別
の
題
材
に
於
い
て
共
通
す
る
と
い
う
渡
部
論
の
通
り
、

堀
の
中
で
そ
れ
ら
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
堀
の

堀
辰
雄
と
戦
時
下
の
『
萬
葉
集
』

─
─
な
ぜ
『
萬
葉
集
』
に
魅
せ
ら
れ
た
の
か
─
─

大　

石　

紗
都
子
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「
ノ
オ
ト
」
類
や
蔵
書
に
残
さ
れ
た
記
述
は
、
離
別
の
悲
劇
や
犠
牲
を
悼

む
す
ぐ
れ
て
人
間
的
な
「
厭
戦
」
感
情
が
必
ず
し
も
「
反
戦
」
と
し
て
は

最
適
化
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
、
と
も
す
れ
ば
時
局
に
追
従
す
る
感
情
を
鼓
舞

し
か
ね
な
か
っ
た
と
い
う
事
態
の
難
し
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
堀
の
ノ
オ
ト
や
蔵
書
か
ら
典
拠
を
洗
い
出
し
た
詳
細
な
研
究
と

し
て
、
渡
部
麻
実
「
堀
辰
雄
の
『
萬
葉
集
』
受
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 

─
旧
蔵
書
調
査
を
中
心
と
し
て

─
」（「
戦
争
と
萬
葉
集
」
令
和
三
・
二
）

が
あ
る
。
本
論
は
そ
の
膨
大
な
成
果
の
中
の
ご
く
一
部
に
関
わ
る
も
の
で

は
あ
る
が
、
対
象
の
資
料
や
萬
葉
歌
を
絞
っ
て
考
察
す
る
こ
と
で
、『（
水

の
う
へ
）』か
ら『（
出
帆
）』へ
の
経
緯
を
通
じ
て
み
ら
れ
る
堀
辰
雄
の『
萬

葉
集
』
受
容
を
浮
き
ぼ
り
に
し
た
い
。
意
外
に
も
そ
こ
に
は
、
昭
和
一
〇

年
代
の
堀
辰
雄
が
向
き
合
っ
た
古
典
文
学
や
リ
ル
ケ
の
影
響
と
は
一
見
す

る
と
お
よ
そ
異
な
る
、
昭
和
初
年
代
と
の
接
続
も
見
出
し
う
る
。
以
上
を

通
じ
て
、
堀
辰
雄
が
、
萬
葉
歌
に
伴
う
当
時
の
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
陰

影
に
目
配
り
し
つ
つ
も
、『
萬
葉
集
』
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
英
雄
の
死

の
美
化
に
結
び
つ
け
る
こ
と
な
く
、
時
代
を
越
え
て
読
み
継
が
れ
る
も
の

と
し
て
再
評
価
し
た
足
跡
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
、
堀
の
『
萬
葉
集
』
受
容
・
お
よ
び
蔵
書
に
つ
い
て

　

堀
辰
雄
の
『
萬
葉
集
』
受
容
の
傾
向
と
し
て
、
挽
歌
や
防
人
歌
の
他
に
、

巻
一
六
の
伝
承
的
な
世
界
へ
の
関
心
が
あ
る
。
た
と
え
ば
『
伊
勢
物
語
』

へ
の
つ
な
が
り
が
見
ら
れ
る
例
と
し
て
『
魂
を
鎮
め
る
歌
』（「
文
藝
」
昭
和

一
五
・
六（

1
（

）
の
、
巻
一
六
・
三
八
一
一
〜
一
三
番
歌
左
注
と
『
伊
勢
物
語
』

新
注
と
の
関
連
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、『
姨
捨
』
は
菅
原
孝
標
女
『
更

級
日
記
』
を
題
材
に
し
た
作
品
だ
が
、
そ
こ
に
鳥
が
霊
魂
や
遠
く
離
れ
た

も
の
の
思
い
を
運
ぶ
表
象
と
い
っ
た
、
萬
葉
歌
・
漢
詩
・
西
洋
文
学
を
つ

な
ぐ
発
想
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、『
今
昔
物
語
集
』
に
取
材
し
た
『
曠
野
』

に
も
柿
本
人
麻
呂
の
萬
葉
歌
、
巻
三
・
二
六
六
番
歌
が
典
拠
と
な
る
表
現

が
あ
る（

（
（

。
こ
れ
ら
の
例
は
昭
和
一
〇
年
代
半
ば
頃
に
集
中
し
て
い
る
が
、

堀
辰
雄
が
萬
葉
歌
を
引
用
す
る
例
は
か
な
り
早
く
、『
第
一
散
歩
』（「
校
友

会
雑
誌
」
大
正
一
三
・
九
・
二
〇
）
に
市
原
王
の
歌
（
巻
六
・
一
〇
四
二
）
が
出
て
く

る（
（
（

。
土
佐
朋
子
の
論
に
よ
れ
ば
、
そ
の
訓
読
と
堀
の
蔵
書
リ
ス
ト
を
根
拠

と
し
て
、『
第
一
散
歩
』
の
典
拠
が
、
鹿
持
雅
澄
『
万
葉
集
古
義
』（
国
書

刊
行
会
、
明
治
四
五
年
〜
大
正
二
年
）
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う（

（
（

。
ま
た

土
佐
論
で
は
、《
死
者
が
山
に
い
る
と
い
う
山
中
他
界
観
》
な
ど
の
発
想

が
『
風
立
ち
ぬ
』（
昭
和
一
一
〜
一
三
（
5
（

）
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
『
風
立
ち
ぬ
』
の
中
に
萬
葉
歌
の
語
法
に
関
す
る

理
解
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
、
渡
部
麻
実（

6
（

が
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に

考
え
る
と
萬
葉
歌
へ
の
関
心
は
、『
風
立
ち
ぬ
』
執
筆
時
に
は
既
に
深
ま
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
他
に
も
近
年
、
戦
時
下
の
堀
と
古
代
文
献
と
の
関
連
に
つ
い
て
、

注
目
す
べ
き
論
考
が
多
く
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ご
く
一
部
の
例
を
挙
げ
る

な
ら
ば
、
小
松
（
小
川
）
靖
彦
「
も
う
一
つ
の
防
人
像

─
堀
辰
雄
の
ノ

オ
ト
「（
出
帆
）」
を
め
ぐ
っ
て
〈
戦
争
と
萬
葉
集
〉

─
」（「
文
学
」
平
成

二
七
・
五-
六
）
は
、
堀
が
個
々
の
防
人
を
無
媒
介
に
戦
時
下
の
兵
士
と
重

ね
る
こ
と
は
せ
ず
、
あ
え
て
虚
構
に
踏
み
と
ど
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
性
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的
に
作
品
世
界
を
作
り
上
げ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
劉
娟
「
堀
辰
雄
に
お

け
る
「
万
葉
小
説
」
へ
の
憧
憬

─
「（
花
の
話
・
詩
経
）」
か
ら
「（
出
帆
）」

に
至
る
ま
で

─
」（「
文
学
史
研
究
」
令
和
二
・
三
）
は
、《
従
来
の
防
人
像
と

は
殆
ど
相
反
的

0

0

0

に
描
出
さ
れ
た
「
防
人
」
た
ち
が
登
場
》
し
、《「
大
君
」

の
存
在
が
き
わ
め
て
希
薄
な
も
の
で
あ
る
》
点
に
注
目
す
る
と
同
時
に
、

一
個
人
の
防
人
像
に
留
ま
ら
な
い
、
防
人
達
の
集
団
的
表
象
に
は
、
折
口

信
夫
に
通
じ
る
民
族
を
超
え
た
普
遍
的
な
文
学
の
構
想
が
見
ら
れ
る
可
能

性
を
も
指
摘
し
て
い
る
。
高
橋
梓
「
堀
辰
雄
「
十
月
」
に
見
る
「
動
詞
と

し
て
の
文
化
」

─
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
受
容
を
中
心
と
す
る
国
際

文
化
学
的
考
察

─
」（「
近
畿
大
学
法
学
」
令
和
三
・
三
）
は
、
偶
像
崇
拝
を

前
に
思
考
停
止
す
る
こ
と
を
批
判
し
た
プ
ル
ー
ス
ト
の
方
法
と
堀
辰
雄

『
十
月
』
と
の
比
較
を
通
じ
、
文
化
を
新
た
な
創
造
の
母
体
と
し
て
活
性

化
さ
せ
る
可
能
性
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

従
来
の
研
究
か
ら
も
、
集
団
と
個
・
伝
統
と
個
人
の
問
題
に
堀
の
『
萬

葉
集
』
受
容
が
切
り
結
ば
れ
る
こ
と
が
窺
え
る
が
、
あ
ら
た
め
て
こ
う
し

た
問
題
を
、『（
水
の
う
へ
）』
と
『（
出
帆
）』
ま
た
こ
れ
ら
に
関
連
す
る

と
お
ぼ
し
き
蔵
書
か
ら
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　

主
と
し
て
、『（
水
の
う
へ
）』
は
萬
葉
歌
の
引
用
か
ら
な
る
も
の
で
、

Ｂ
5
サ
イ
ズ
の
松
屋
製
原
稿
用
紙
二
八
枚
か
ら
成
る
。
お
お
む
ね
一
枚
ず

つ
に
項
目
が
設
け
ら
れ
、
選
択
さ
れ
た
和
歌
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
『（
出
帆
）』
は
小
説
の
草
稿
に
近
い
も
の
で
、Ｂ
5
サ
イ
ズ
の
フ
ー

ル
ス
紙
に
、
プ
ロ
ッ
ト
が
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
乎
刀
良
」
と
い
う

一
八
歳
の
若
者
が
防
人
と
し
て
任
地
に
赴
き
、
人
々
が
集
っ
て
歌
う
挽
歌

や
妻
恋
の
歌
に
ふ
れ
、望
郷
の
念
や
母
へ
の
思
慕
を
募
ら
せ
る
。
彼
は「
荒

蟲
」
と
い
う
男
の
代
わ
り
に
対
馬
に
向
か
う
船
に
乗
り
込
む
が
、
嵐
に
遭

い
、
翌
朝
に
波
の
中
で
石
を
枕
に
し
て
横
た
わ
る
死
骸
と
し
て
発
見
さ
れ

る
。
こ
の
結
末
は
、「
乎
刀
良
」
が
、
手
児
奈
の
伝
承
や
、《
年
老
い
た
海

人
の
身
代
り
に
（
略
）
舟
に
乗
つ
て
そ
の
儘
帰
ら
な
い
漁
師
の
こ
と
》
を

聞
い
た
と
い
う
場
面
が
伏
線
に
も
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、『
萬
葉
集
』
巻

一
六
・
荒
雄
の
物
語
が
素
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
だ
。

　

渡
部
前
掲
論
（
令
和
元
・
一
一
）
は
『（
出
帆
）』
に
つ
い
て
『（
水
の
う
へ
）』

よ
り
後
の
昭
和
一
九
〜
二
〇
年
頃
に
書
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
述

べ
て
お
り
、
小
久
保
実
の
論（

7
（

を
補
う
形
で
、
使
わ
れ
た
紙
の
発
売
時
期
か

ら
『（
出
帆
）』
の
執
筆
が
た
と
え
早
く
と
も
昭
和
一
五
年
一
〇
月
以
降
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
内
容
的
に
も『（
水
の
う
へ
）』は『（
出
帆
）』

の
準
備
段
階
と
見
ら
れ
る
た
め
、
時
系
列
か
ら
も
両
者
の
論
は
首
肯
で
き

る
。
加
え
て
、
筆
跡
が
比
較
的
は
っ
き
り
と
見
ら
れ
る
前
者
に
比
べ
る
と

後
者
の
筆
跡
は
か
な
り
薄
く
、
判
読
し
が
た
い
箇
所
も
あ
る
。
そ
う
し
た

事
情
か
ら
も
、『（
出
帆
）』
は
、
あ
る
い
は
堀
が
体
力
的
に
厳
し
い
状
況

下
で
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

二
、
蔵
書
と
の
関
連

　

本
稿
で
は
、主
と
し
て
次
の
八
点
（
い
ず
れ
も
堀
辰
雄
文
学
記
念
館
蔵
）

か
ら
『（
水
の
う
へ
）』・『（
出
帆
）』
と
の
関
連
を
考
察
す
る
。

（
1
）
鹿
持
雅
澄
『
萬
葉
集
古
義
』
全
九
冊
及
び
首
巻
一
冊　
（
国
書
刊
行
会
、

大
正
元
・
七
〜
大
正
九
・
五
／
初
版
は
明
治
三
一
・
七
）
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（
2
）
萬
葉
集　

全
三
冊
（
折
口
信
夫
、
文
会
堂
書
店
、
大
正
五
・
九
〜
六
・
五
）

（
3
）
萬
葉
集　

全
二
巻
（
澤
瀉
久
孝
・
森
本
治
吉
著
、
新
潮
文
庫
、
昭
和
一
二・四
）

（
4
）
西
村
眞
次
『
萬
葉
集
の
文
化
史
的
研
究
』（
東
京
堂
、昭
和
一
六
・
一
〈
増

訂
二
版
〉）

（
5
）『
鑑
賞
短
歌
大
系
5　

萬
葉
恋
愛
歌
読
本
』（
北
原
白
秋
・
折
口
信
夫
編
、

学
芸
社
、
昭
和
一
二
・
七
）

（
6
）『
鑑
賞
短
歌
大
系
6　

東
歌
・
大
伴
集
読
本
』（
北
原
白
秋
・
折
口
信
夫

編
、
学
芸
社
、
昭
和
一
二
・
八
）

（
7
）
武
田
祐
吉
『
柿
本
人
麻
呂
』（
厚
生
閣
、
昭
和
一
三
・
四
）

（
8
）
武
田
祐
吉
『
上
代
国
文
学
の
研
究
』（
博
文
館
、
昭
和
五
・
四
／
初
版
は

大
正
一
〇
・
三
）

　

具
体
的
な
書
き
込
み
や
参
照
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

（
1
）
と
（
2
）
の
書
き
込
み
に
は
、
共
通
す
る
歌
番
号
が
多
く
は
な
く
、

総
じ
て
棲
み
分
け
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
（
2
）
の
折
口
口
訳

の
書
き
込
み
箇
所
は
、
よ
り
『（
水
の
う
へ
）』
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
歌
と

共
通
す
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
土
佐
前
掲
論
の
指
摘
に
あ
る

よ
う
に
、少
な
く
と
も
（
1
）
古
義
の
参
照
は
大
正
期
の
「
校
友
会
雑
誌
」

へ
の
寄
稿
の
頃
か
ら
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。（
1
）に
は「
海

ゆ
か
ば
」
の
典
拠
と
な
る
巻
一
八
・
四
〇
九
四
番
歌
へ
の
書
き
込
み
が
確

認
で
き
る
こ
と
、（
4
）
に
（
1
）
の
引
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

（
1
）
は
昭
和
一
〇
年
代
以
降
も
継
続
的
に
参
照
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

蔵
書
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
本
稿
末
尾
に
別
記
し
た
資
料

や
、
渡
部
前
掲
論
（
令
和
三
・
二
）
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
こ
こ
で
主
と
し

て
あ
ら
た
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
次
の
点
で
あ
る
。

【
Ａ
】　
『
曠
野
』
の
典
拠
の
一
つ
で
も
あ
る
柿
本
人
麻
呂
の
二
六
六
番
歌

へ
の
関
心
、（
4
）
西
村
眞
次
『
萬
葉
集
の
文
化
史
的
研
究
』
に
お
け
る

書
き
込
み
と
『（
出
帆
）』
と
の
親
和
性
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
堀
の
萬
葉

歌
の
知
識
が
血
肉
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

【
Ｂ
】　
（
4
）
西
村
眞
次
『
萬
葉
集
の
文
化
史
的
研
究
』
に
お
け
る
書
き

込
み
と
、
時
代
状
況
へ
の
目
配
り
。

【
Ｃ
】　

荒
雄
の
歌
群
に
つ
い
て
、『（
水
の
う
へ
）』
か
ら
『（
出
帆
）』
へ

の
過
程
で
、
ど
の
よ
う
な
取
捨
選
択
が
行
わ
れ
た
か
を
見
る
こ
と
で
、
堀

の
萬
葉
小
説
の
創
作
意
図
の
一
端
が
窺
い
知
れ
る
こ
と
。

　

次
節
以
降
、
以
上
の
点
を
確
認
す
る
。

三
、
堀
辰
雄
の
萬
葉
歌
の
理
解
に
つ
い
て

　

先
の
一
点
目
【
Ａ
】
に
つ
い
て
、（
1
）
鹿
持
雅
澄
『
萬
葉
集
古
義
』

第
二
冊
に
は
、
歌
の
表
記
《
淡
海
乃
海
。
夕
浪
千
鳥
。
汝
鳴
者
。
情
毛
思

努
爾
。古
所
念
。（
ア
フ
ミ
ノ
ミ
。ユ
フ
ナ
ミ
チ
ド
リ
。ナ
ガ
ナ
ケ
バ
。コ
ゝ

ロ
モ
シ
ヌ
ニ
。
イ
ニ
シ
ヘ
オ
モ
ホ
ユ
。）》
の
上
に
、
茶
色
イ
ン
ク
で
歌
番

号
を
上
余
白
に
書
き
込
ん
だ
跡
が
見
ら
れ
る
。『
萬
葉
集
古
義
』
に
は

九
六
番
歌
の
記
載
箇
所
に
も
《
心
も
し
ぬ
に
古
イ
ニ
シ
ヘ
オ
モ
ホ
ユ

所
念
》
の
用
例
へ
の
言
及
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が
あ
り
、堀
は
そ
こ
に
も
書
き
込
み
を
施
し
て
い
る
。（
4
）西
村
眞
次『
萬

葉
集
の
文
化
史
的
研
究
』
は
、《『
淡
海
の
海
夕
浪
千
鳥
汝
が
啼
け
ば
心
も

し
ぬ
に
古
へ
お
も
ほ
ゆ
』（
巻
三
、
人
麻
呂
）》
の
余
白
上
に
《
千
鳥
》
と
赤

イ
ン
ク
の
書
き
込
み
が
あ
る
。（
7
）武
田
祐
吉『
柿
本
人
麻
呂
』に
は
、《
淡

海
の
海
夕
浪
千
鳥
汝
が
鳴
け
ば
心
も
し
の
に
古
思
ほ
ゆ
（
巻
三
、二
六
六
）》
の

歌
全
体
を
青
で
囲
ん
だ
形
跡
に
加
え
、《
汝
が
鳴
け
ば
心
も
し
の
に
》
を

緑
で
囲
ん
だ
形
跡
が
残
る
。
ま
た
次
の
本
文
記
述
に
茶
傍
線
、
上
余
白
に

茶
の
山
括
弧
、
二
重
丸
を
書
き
込
ん
だ
形
跡
が
あ
る
（
ｐ
165
〜
166
）。

《
潑
剌
た
る
生
気
は
乏
し
い
が
、
人
間
の
造
り
出
す
芸
術
美
は
、
此

処
に
窺
ふ
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。（
略
）
人
情
を
解
せ
ざ
る
千
鳥

に
対
し
て
、
人
情
を
解
す
る
か
の
如
く
に
取
り
扱
ふ
所
に
、（
略
）

親
み
の
心
を
持
つ
て
ゐ
た
古
人
の
生
活
が
現
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

（
略
）「
心
も
し
の
に
」
は
、心
も
な
え
〳
〵
と
な
る
ま
で
の
意
で
、（
略
）

千
鳥
の
鳴
く
声
に
催
さ
れ
て
、
近
江
の
大
津
の
宮
時
代
の
往
時
を
追

憶
し
た
の
で
あ
る
。
常
は
、
む
し
ろ
忘
れ
て
も
ゐ
た
も
の
ゝ
、
た
ま

〳
〵
夕
の
浪
に
鳴
き
渡
る
千
鳥
の
声
に
、
新
し
い
思
が
催
し
立
て
ら

れ
る
の
で
あ
る
。（
略
）
す
ぐ
れ
た
歌
の
一
つ
と
し
て
数
へ
ら
る
べ

き
は
疑
を
容
れ
な
い
。》

　
『
曠
野
』
に
お
い
て
漂
泊
す
る
女
が
不
意
に
過
去
を
呼
び
覚
ま
す
場
面

で
夕
波
千
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
が
描
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、《
常
は
、
む
し

ろ
忘
れ
て
も
ゐ
た
も
の
ゝ
、
た
ま
〳
〵
夕
の
浪
に
鳴
き
渡
る
千
鳥
の
声
に
、

新
し
い
思
が
催
し
立
て
ら
れ
る
》
と
の
箇
所
へ
の
着
目
か
ら
も
、
無
意
識

的
記
憶
と
の
関
連
が
推
察
さ
れ
る（

8
（

。

　

次
に
、
管
見
の
限
り
従
来
の
研
究
で
は
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、

（
4
）
の
書
き
込
み
を
さ
ら
に
詳
し
く
み
て
お
き
た
い
。
そ
こ
に
は
、
昭

和
一
〇
年
代
後
半
の
堀
の
関
心
事
を
知
る
手
が
か
り
が
あ
る（

9
（

。

●
三
八
六
一
番
歌
【（
4
）
ｐ
317
】

《『
荒
雄
ら
を
来
む
か
来
じ
か
と
飯
盛
り

0

0

0

て
門
に
出
で
立
ち
待
て
ど
来
ま
さ

ず
』（
巻
十
六
）》

・
和
歌
の
傍
点
は
原
文

・
次
の
本
文
記
述
に
赤
傍
点
を
書
き
込
み

《 

こ
れ
は
人
が
来
る
か
来
な
い
か
分
ら
ぬ
場
合
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
飯
を
盛
つ
て
置

0

0

0

0

0

0

い
て
門
に
出
て
立
つ
て
ゐ
る
と
、
其
人
が
必
ら
ず
来
る
と
い
ふ
迷

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

信0

》

●
四
三
七
三
番
歌
【（
4
）
ｐ
180
】

・
歌
の
上
に
赤
丸
を
書
き
込
み

《
○
『
今
日
よ
り
は
顧
り
み
な
く
て
大
君
の
し
こ
の
御
楯
と
出
で
立
つ
吾

れ
は
』（
火
長
今い
ま

奉ゝ
つ
り

部べ
の

與よ

曾そ

布ふ

）》

●
四
三
八
八
番
歌
【（
4
）
ｐ
179
】

・
歌
の
上
に
赤
丸
を
書
き
込
み

・
和
歌
に
赤
傍
点
を
書
き
込
み

《
○
『
旅
と
へ
ど
真
旅
に
な
り
ぬ
家
の
母も

が
着
せ
し
衣
に
垢
づ
き
に
け
り

0

0

0

0

0

0

0

0

』
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（
占
部
蟲
麿
）》

　

注
目
す
べ
き
点
を
い
く
つ
か
挙
げ
た
が
、
荒
雄
や
四
三
七
三
番
歌
へ
の

着
目
か
ら
時
代
性
が
窺
え
る
の
に
加
え
、
四
三
八
八
番
歌
に
関
す
る
記
述

へ
の
書
き
込
み
に
、
次
の
よ
う
な
傍
点
が
付
さ
れ
、
堀
の
理
解
の
程
が
窺

え
る
。《

か
う
し
た
色
々
の
事
情
と
色
々
の
感
情
と
を
以
て
遠
江
以
東
の
諸

0

0

0

0

0

0

国0

か
ら
召
さ
れ
た
防
人
は
難
波
津
に
集
り
、
そ
こ
で
船
を
艤
し
て
九

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

州
に
向
ふ
の
で
あ
つ
た
。
出
帆
の
際
に
は
京
師
か
ら
慰
問
使
が
来
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

り
し
た
し
、
船

0

0

0

0

0

体0

は
美
し
く
飾
ら
れ
た
り
し
た
の
で
、
防
人
達
は
そ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

れ
ら
を
非
常
の
面
目
と
し
、
栄
誉
と
し
た
ら
し
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。》

　

こ
の
書
き
込
み
は
、
次
の
『（
水
の
う
へ
）』『（
出
帆
）』
の
四
三
二
九

番
歌
を
典
拠
と
し
た
記
述
と
接
続
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、『（
水
の
う

へ
）』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
巻
二
〇
・
四
三
二
九
番
歌
《
八
十
国
は
難
波
に

集
ひ
舟ふ
な

艤か
ざ

り
、
我
が
せ
む
日
ろ
を
見
も
人
も
が
も
》
が
、『（
出
帆
）』
の

一
枚
目
の
内
容
と
合
致
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
渡
部
前
掲
論
（
令
和
三
・

二
）
に
指
摘
が
あ
る
。

■
『（
水
の
う
へ
）』
二
枚
目

《
難
波
津　

二
月
末　

蘆
が
散
る
》

《
八
十
國
は
難
波
に
集
ひ
、
舟ふ
な

艤か
ざ

り
、
我
が
せ
む
日
ろ
を
見
も
人
も
が
も
。》

■
『（
出
帆
）』
一
枚
目

《
出
帆　

天
平
二
年
二
月
の
末
だ
つ
た
。

難
波
津
の
諸
国
か
ら
落
ち
あ
つ
た
防
人
た
ち
は
、
美
し
い
舟ふ
な

艤よ
そ
ほひ
を

し
た
幾
艘そ
う

も
の
大
船
に
分
乗
し
て
、【
眞
櫂
し
じ
ぬ
き
】
水
夫
を
【
整

へ
て
】
掛
聲
も
高
ら
か
に
、【
檝か
じ

ひ
き
振
ひ
、】
筑
紫
の
島
を
さ
し
て

出
帆
し
た
》

※
【　

】
部
は
、
噴
き
出
し
で
あ
と
か
ら
挿
入
さ
れ
た
箇
所
。

　
（
4
）
179
ペ
ー
ジ
前
後
の
記
載
に
は
、
巻
二
〇
・
四
三
二
九
番
歌
の
こ
と

が
言
及
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、『（
水
の
う
へ
）』
で
は

四
三
二
九
番
歌
が
引
用
さ
れ
、
結
果
的
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
『（
出
帆
）』

冒
頭
の
素
地
と
も
な
っ
て
い
る
。
四
三
八
八
番
を
含
む
数
首
の
防
人
歌
の

解
説
、《
遠
江
以
東
の
諸
国
か
ら
召
さ
れ
た
防
人
は
難
波
津
に
集
り
》《
船

体
は
美
し
く
飾
ら
れ
た
り
し
た
》
と
い
っ
た
箇
所
か
ら
《
八
十
国
は
難
波

に
集
ひ
、
舟ふ
な

艤か
ざ

り
》（
巻
二
〇
・
四
三
二
九
番
歌
）
を
想
起
す
る
こ
と
が
可
能

な
ほ
ど
、
堀
辰
雄
の
『
萬
葉
集
』
へ
の
理
解
は
深
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

四
、
蔵
書
へ
の
書
き
込
み
と
時
代
状
況

　

蔵
書
（
4
）
で
は
「
海
ゆ
か
ば
」
の
典
拠
と
な
る
四
〇
九
四
番
歌
（
133
ペ
ー

ジ
）
に
書
き
込
み
は
無
い
が
、
大
伴
家
持
の
長
歌
に
つ
い
て
の
書
き
込
み

が
、
別
の
箇
所
（
181
ペ
ー
ジ
）
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
先
に
挙
げ
た
、

四
三
七
三
番
歌
『
今
日
よ
り
は
顧
り
み
な
く
て
大
君
の
し
こ
の
御
楯
と
出
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で
立
つ
吾
れ
は
』
の
引
用
以
降
の
記
述
に
な
る
が
、
次
の
箇
所
で
あ
る
。

《『
今
日
よ
り
は
顧
り
み
な
く
て
大
君
の
し
こ
の
御
楯
と
出
で
立
つ
吾

れ
は
』（
火
長
今
奉
部
興
會
布
）

『
天
地
の
神
を
祈
り
て
さ
つ
矢
ぬ
き
筑
紫
の
島
を
さ
し
て
い
く
吾
れ

は
』（
火
長
大
田
部
荒
耳
）

『
足
柄
の
み
坂
た
ま
は
り
顧
み
ず
吾
れ
は
越く

え
ゆ
く
、
嵐
を
も
た
し

や
憚
る
、
不
破
の
関
く
え
て
吾
は
行
く
、
馬
の
蹄
つ
く
し
の
さ
き
に
、

ち
ま
り
ゐ
て
吾
れ
は
斎
は
む
、
も
ろ
〳
〵
は
さ
け
く
と
申
す
帰
り
来

ま
で
に
』（
倭
文
部
可
良
麻
呂
）

　

以
上
三
首
の
中
、
最
後
の
作
者
は
常
陸
の
一
兵
士
に
過
ぎ
な
い
け

れ
ど
、
勇
敢
な

0

0

0

気0

象0

が
有
々
と
見
え
て
い
か
に
も
『
東
男
』
の
面
目

が
躍
り
出
て
ゐ
る
。
近
親
を
恋
ひ
慕
ひ
な
が
ら
も
、
尚
ほ
国
家
の
為

め
に
不
平
も
云
は
ず
に
筑
紫
に
出
向
い
て
往
つ
た
り
、
或
は
家
郷
を

忘
れ
て
一
筋
に
辺
防
の
大
任
を
尽
く
さ
う
と
い
ふ
誠
実
心
を
起
し
た

り
し
た
蔭
に
は
、
さ
う
し
た
犠
牲
の
精
神
を
烈
し
く
鼓
吹
す
る
も
の

が
あ
つ
た
。
天
平
勝

0

0

0

宝0

七
年
、
筑
紫
の
防
人
が
交
替
す
る
こ
と
に
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

つ
て
、
新
募
の
東

0

0

0

0

0

0

国0

兵
が
目
的
地
に
送
遣
せ
ら
れ
る
時
、
兵
部
大
輔

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
つ
た
大
伴
の
氏
上
大
伴
家
持
は
、
三
首
ま
で
も
長
歌
を
詠
ん
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

防
人
ら
の
心
を
励
ま
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
彼
れ
は
強
い
言
葉
で
『
家
を
忘
れ
よ
』

と
は
い
は
ず
に
、
や
さ
し
い
声
で
『
妻
子
を
思
へ
』
と
い
つ
て
、
勇

気
と
義
俠
と
誠
実
と
に
彼
等
の
心
を
傾
向
せ
し
め
た
。
情
を
知
る
武

士
で
あ
つ
た
が
故
に
、
家
持
は
さ
う
し
た
態
度
で
歌
を
詠
ん
で
、
防

人
ら
を
感
奮
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来
た
。》

　

こ
の
引
用
箇
所
の
傍
点
も
、
堀
に
よ
る
と
お
ぼ
し
き
赤
の
書
き
込
み
だ

が
、
余
白
上
に
《
兵
部
大
輔
大
伴
家
持
、
長
歌
》
と
赤
色
で
書
き
込
ま
れ

た
形
跡
も
残
っ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
《
天
平
勝
宝
七
年
》
以
降
の
和
歌

を
指
す
た
め
、
そ
れ
以
前
の
天
平
二
一
年
の
詔
に
関
わ
る
四
〇
九
四
番
歌

と
は
、
時
期
を
異
に
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦
時
下
の
「
海
ゆ
か
ば
」

の
問
題
に
無
縁
と
は
思
え
な
い
。
有
名
な
楽
曲
「
海
ゆ
か
ば
」
は
、
決
し

て
勇
壮
で
好
戦
的
な
楽
曲
で
は
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
戦
時
下
の
状

況
に
連
な
っ
て
い
く
人
々
の
心
を
捉
え
た
こ
と
が
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ

れ
て
き
た
。

　
「
海
ゆ
か
ば
」
は
大
伴
家
持
四
〇
九
四
番
歌
の
一
節
を
歌
詞
と
し
、
信

時
潔
が
作
曲
し
た
も
の
で
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
一
一
月
一
五
日
に

出
版
さ
れ
、
昭
和
一
七
年
一
二
月
一
五
日
に
国
民
の
歌
三
部
作
に
指
定
さ

れ
た
。
当
時
、
西
川
恭
二
郎
「
万
葉
集
に
於
け
る
万
人
讃
仰
歌
」（「
古
典

研
究
」
昭
和
一
六･

一
）
が
「
海
行
か
ば
（
略
）
か
へ
り
み
は
せ
じ
」
の
言
立

て
に
つ
い
て
、《
実
に
大
伴
家
が
祖
先
以
来
誦
ひ
伝
へ
た
家
訓
で
も
あ
り
、

大
君
へ
忠
誠
を
誓
ふ
宣
言
で
あ
つ
て
、
い
ま
な
ほ
我
々
を
感
奮
せ
し
め
ず

に
お
か
ぬ
詞
で
あ
る
》
と
述
べ
る
な
ど
、
時
局
的
な
言
説
も
散
見
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
木
市
之
助
「
海
行
か
ば
」（『
吉
野
の
鮎
』
岩
波
書
店
、
昭

和
一
六
所
収
）
な
ど
は
、《
路
傍
に
遺
棄
さ
れ
て
半
ば
野
草
に
蔽
は
れ
た
屍

と
、
一
対
の
死
の
像
》、《
古
武
士
な
ど
に
予
想
す
る
英
雄
的
な
最
期
と
は



─ 18（ ─

お
よ
そ
対
蹠
的
な
様
相
》
を
指
摘
し
、《
そ
れ
は
決
し
て
突
撃
の
最
中
に

天
皇
陛
下
の
万
歳
を
叫
び
な
が
ら
莞
爾
と
し
て
瞑
目
す
る
と
い
つ
た
や
う

な
「
死
」
の
像
で
は
な
い
。》
と
的
確
に
述
べ
て
い
る
。

　

楽
曲
『
海
ゆ
か
ば
』
の
歌
詞
も
曲
調
も
決
し
て
《
英
雄
的
》
な
も
の
で

な
く
、
む
し
ろ
国
家
の
歴
史
か
ら
う
ち
捨
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
没
落
し
て

い
く
矛
盾
を
顧
み
、
そ
う
し
た
不
条
理
に
意
味
を
付
与
し
た
い
と
す
る
心

情
に
寄
り
添
い
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
た
め
に
、
逆
説
的
に
人
々

の
心
を
捉
え
、
束
ね
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て

き
た（

11
（

。

　

堀
辰
雄
の
書
き
込
み
も
こ
う
し
た
時
代
の
矛
盾
を
、
察
知
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
蔵
書（
4
）の
書
き
込
み
箇
所
の
直
後
、《
や
さ
し
い
声
で『
妻

子
を
思
へ
』
と
い
つ
て
、
勇
気
と
義
俠
と
誠
実
と
に
彼
等
の
心
を
傾
向
せ

し
め
た
。
情
を
知
る
武
士
で
あ
つ
た
が
故
に
、
家
持
は
さ
う
し
た
態
度
で

歌
を
詠
ん
で
、
防
人
ら
を
感
奮
せ
し
め
る
こ
と
が
出
來
た
》
と
い
う
記
述

は
、
文
学
を
含
む
、
戦
時
下
の
芸
術
や
文
化
の
置
か
れ
た
き
わ
ど
い
状
況

を
図
ら
ず
も
指
し
示
し
て
い
る
。
人
を
「
自
己
犠
牲
」
ひ
い
て
は
時
局
へ

の
協
力
に
駆
り
立
て
る
も
の
は
、
決
し
て
単
純
な
上
か
ら
の
強
制
力
や
当

事
者
の
無
知
と
い
っ
た
も
の
で
な
い
。
そ
れ
は
、
そ
の
実
き
わ
め
て
人
間

的
な
博
愛
精
神
に
発
し
て
い
た
と
い
う
業
の
深
さ
を
、
先
の
記
述
が
物
語

る
。

　

な
ぜ
お
よ
そ
好
戦
的
と
は
思
え
な
い
曲
調
や
文
脈
を
も
つ「
海
ゆ
か
ば
」

が
人
口
に
膾
炙
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
な
ぜ
保
田
與
重
郎
を
は
じ
め
と

す
る
日
本
浪
曼
派
的
な
言
説
が
若
者
達
の
心
を
捉
え
得
た
の
か
。
今
な
お

明
確
な
解
決
方
法
を
提
示
し
が
た
い
、
過
酷
な
状
況
下
の
制
約
と
人
間
の

尊
厳
と
の
相
剋
に
つ
い
て
、
た
し
か
に
堀
辰
雄
は
問
題
の
本
質
を
捉
え
て

い
た
の
だ
ろ
う
。

五
、『（
水
の
う
へ
）』
か
ら
『（
出
帆
）』
へ

　
『（
水
の
う
へ
）』
に
お
い
て
と
り
わ
け
注
目
し
た
い
の
は
、
六
枚
目
・

九
枚
目
の
記
述
で
あ
る
。

●
六
枚
目

《
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
》

　

●
九
枚
目

筑
紫

大
君
の
遣
は
さ
な
く
に
、
さ
か
し
ら
に
行
き
し
荒
雄
ら
、
沖
に
袖
振
る（

11
（

。

荒
雄
ら
を
来
む
か
来
じ
か
と
、
飯
盛
り
て
門
に
出
で
立
ち
、
待
て
ど
来

ま
さ
ぬ
。

志
珂
の
山
い
た
く
な
樵
り
そ
。
荒
雄
ら
が
よ
す
が
の
山
と
見
つ
つ
忍
ば

む
。

荒
雄
ら
が
行
き
に
し
日
か
ら
、
志
珂
の
海
人
の
大
浦
田
沼
は
寂
し
く
も

あ
る
か

荒
雄
ら
は
妻
子
の
業ナ
リ

を
ば
思
は
ず
ろ
。
年
の
八
年
を
待
て
ど
来
ま
さ
ぬ
。

沖
つ
鳥
鴨
と
ふ
舟
の
帰
り
来
ば
、
也
良
の
防
人
早
く
告
げ
こ
そ
。

沖
つ
島マ
マ

鴨
と
ふ
舟
は
也
良
の
崎
廻
み
て
漕
ぎ
来
と
聞
か
れ
来
ぬ
か
も（

12
（
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大
君
の
命
令
の
た
め
で
は
な
く
、
自
ら
の
意
思
で
志
願
し
て
沖
に
乗
り

出
し
た
荒
雄
の
向
こ
う
見
ず
な
行
為
と
そ
の
悲
劇
を
述
べ
た
歌
群
に
、
堀

辰
雄
が
注
目
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
引
用
さ
れ
た
歌
は
順
に
、
三
八

六
〇
・
三
八
六
一
・
三
八
六
二
・
三
八
六
三
・
三
八
六
五
・
三
八
六
六
・

三
八
六
七
番
歌
で
あ
る
。
三
八
六
四
番
歌
は
三
八
六
〇
番
歌
と
、
三
八
六

八
・
三
八
六
九
番
歌
は
三
八
六
七
番
歌
と
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
が
類
似
す
る

た
め
省
か
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
以
上
の
引
用
歌
上
の
余
白
に
、《
長

い
別
離
は
生
と
死
と
を
一
つ
に
す
る
》
と
書
い
て
鉛
筆
で
抹
消
し
て
あ
る
。

　

六
枚
目
の
《
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
》
と
い
う
記
述
は
、
巻
一
五
・
三
六
六
〇

番
歌
（
土
師
稲
足
）
の
引
用
《
神
さ
ぶ
る
荒
津
の
崎
に
寄
す
る
波
、
間
な
く

や
、
妹
に
恋
ひ
渡
り
な
む
》（「
恋
ひ
つ
つ
」
の
末
尾
二
字
を
抹
消
し
て
「
恋
ひ
渡

り
な
む
」
と
書
か
れ
て
い
る
）、
巻
一
五
・
三
六
五
二
番
歌
の
引
用
《
志
珂
の

海
人
の
一
日
も
落
ち
ず
焼
く
盬
の
か
ら
き
恋
を
も
我
は
す
る
か
も
》
な
ど

が
引
か
れ
た
箇
所
の
余
白
に
、
茶
色
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
六
枚
目
の
記
述
も
、
筑
紫
で
故
郷
を
恋
い
慕
う
歌
や
、
舟
の
安
全

を
祈
願
す
る
「
荒
津
」
が
読
ま
れ
る
歌
、《
志
珂
の
海
人
》
の
表
現
な
ど

か
ら
、九
枚
目
の
荒
雄
の
歌
と
も
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。《
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
》

と
あ
る
の
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
詩
人
イ
ェ
イ
ツ
（W

illiam
 Butler 

Y
eats

、1865-1939

）
を
連
想
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、抹
消
さ
れ
た
《
長

い
別
離
は
生
と
死
と
を
一
つ
に
す
る
》
と
い
う
九
枚
目
の
記
述
も
、
大
地

や
死
者
、
自
然
と
の
合
一
に
よ
っ
て
人
間
が
完
全
と
な
る
と
い
う
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
な
発
想
に
牽
引
さ
れ
た
イ
ェ
イ
ツ
の
世
界
観
に
通
ず
る

も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

死
と
生
に
交
通
を
見
る
発
想
は
、
日
本
の
戦
時
下
の
文
脈
で
は
あ
ま
り

に
切
実
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
が
た
め
に
、
抹
消
さ
れ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
だ
が
そ
の
実
、
イ
ェ
イ
ツ
に
通
ず
る
民
族
の
伝
承
的
世
界
は
、
堀

の
折
口
信
夫
へ
の
関
心
と
も
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。
そ
れ
は

戦
争
に
よ
っ
て
問
題
を
歪
曲
す
る
の
で
も
忌
避
す
る
の
で
も
な
く
、
生
と

死
を
見
つ
め
る
と
い
う
問
題
意
識
に
お
い
て
東
西
の
世
界
を
つ
な
ぐ
す
ぐ

れ
て
文
学
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
も
な
り
う
る
も
の
だ
っ
た
。
堀
辰
雄
『
随
筆

ノ
オ
ト（

13
（

』
に
は
、「
イ
エ
エ
ツ
」
の
作
品
世
界
・
日
本
各
地
の
伝
承
的
世
界
・

光
源
氏
の
漂
泊
・《
遊
女
の
墓
（
し
な
の
お
ひ
わ
け
）》・《
心
も
し
ぬ
に
古

思
ほ
ゆ
》
と
い
う
二
六
六
番
歌
の
引
用
・
日
本
や
西
洋
の
作
家
の
名
前
な

ど
、
有
名
無
名
を
含
む
様
々
な
人
物
や
事
物
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
文
学
的
発
想
が
、
世
界
的
集
団
的
記
憶
と
し
て
人
間
存
在
に
根
ざ
し

う
る
こ
と
を
折
口
や
堀
は
、
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う（

14
（

。
拙
著
（
前
掲
書
）

に
述
べ
た
と
お
り
、
堀
は
古
典
文
学
・
西
洋
文
学
・
中
国
の
漢
詩
の
交
差

点
と
し
て
、
鳥
の
飛
翔
を
彼
岸
と
此
岸
の
通
行
に
な
ぞ
ら
え
る
表
象
を
見

出
し
、『
姨
捨
』
の
中
に
描
い
て
い
る
。
さ
ら
に
遡
る
な
ら
ば
、
昭
和
初

年
代
の
『
羽
ば
た
き
』（
原
題
『
羽
搏
き
』「
週
刊
朝
日
」
昭
和
六
年
六
月
二
一
日
）

な
ど
に
も
そ
の
萌
芽
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
外
国
文
学
へ
の
回
路
と
い
う
点
で
、
小
谷
恒
「
堀
辰
雄
と
折
口

信
夫
」（『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書　

堀
辰
雄
』
有
精
堂
、
昭
和
四
六
・
八
）
に
指

摘
さ
れ
た
リ
ル
ケ『
旗
手
ク
リ
ス
ト
フ
・
リ
ル
ケ
の
愛
と
死
の
歌
』と『（
出

帆
）』
の
関
係
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
渡
部
前
掲
論
（
令
和
元
・
一
一
）

に
よ
る
と
、
表
現
上
の
類
似
が
あ
る
も
の
の
歌
が
形
作
る
連
帯
の
有
無
に
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よ
っ
て
、
両
者
は
異
な
る
性
格
を
持
つ
と
い
う
。
リ
ル
ケ
『
旗
手
ク
リ
ス

ト
フ
・
リ
ル
ケ
の
愛
と
死
の
歌
』
と
『（
出
帆
）』
は
、
相
違
点
も
あ
る
も

の
の
、
一
八
歳
の
青
年
が
登
場
す
る
と
い
う
設
定
や
母
へ
の
思
い
が
描
か

れ
る
場
面
、
誰
に
も
縛
ら
れ
な
い
自
ら
の
「
死
」
を
全
う
す
る
孤
独
な
結

末
な
ど
に
共
通
点
が
あ
る
。『（
出
帆
）』
も
ま
た
、『
萬
葉
集
』
に
取
材
し

な
が
ら
極
め
て
西
洋
的
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
こ
と
は
、

『（
出
帆
）』
が
堀
の
初
期
作
品
と
共
通
点
を
多
く
持
つ
こ
と
か
ら
も
指
摘

で
き
る
。

　
『（
出
帆
）』
の
「
乎
刀
良
」
が
、
群
か
ら
は
ど
こ
か
疎
外
さ
れ
た
異
質

な
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
、
母
へ
の
思
い
に
牽
引
さ
れ
た
、
想
像
の

世
界
へ
の
情
熱
に
駆
り
立
て
る
よ
う
に
無
謀
な
死
を
遂
げ
る
こ
と
な
ど
は
、

『
羽
ば
た
き
』
に
も
酷
似
す
る（

15
（

。
悲
劇
に
終
わ
る
結
末
が
、
限
界
以
上
の

も
の
に
挑
む
人
間
の
生
な
情
熱
を
も
浮
き
彫
り
に
す
る
と
い
う
点
で
、
内

的
世
界
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
一
方
、
そ
う
し
た
死
の
虚
構
化
と
い
う
ロ

マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
だ
け
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
こ
と
も
事
実
だ
。
し
か
し
な

が
ら
、
戦
時
下
の
終
盤
に
書
か
れ
た
と
も
お
ぼ
し
き
『（
出
帆
）』
が
そ
の

実
、
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
の
影
響
下
に
書
か
れ
た
作
品
と
も
通
ず
る
点
は

注
目
に
値
す
る
。『
羽
ば
た
き
』
は
戦
後
、刊
本
に
収
め
ら
れ
る
際
に
「
メ

ル
ヘ
ン
」
を
意
味
す
る
副
題 

“Ein M
ärchen

” 

を
付
さ
れ
る
が
、
そ
の

冒
頭
は
伝
説
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
東
西
を
超
え
た
「
古
典
」
と
も
い

う
べ
き
、
普
遍
的
な
文
学
を
築
く
堀
の
志
向
は
、
す
で
に
現
れ
て
い
る
。

そ
の
点
で
堀
の
創
作
意
図
に
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
一
貫
す
る
も
の
が

あ
っ
た
と
さ
え
思
わ
れ
る（

16
（

。

　

ま
た
、
荒
雄
に
関
す
る
歌
群
の
う
ち
、
彼
の
帰
還
を
願
う
主
情
的
な
要

素
は
、『（
水
の
う
へ
）』か
ら『（
出
帆
）』の
過
程
で
捨
象
さ
れ
て
い
る
。『（
出

帆
）』
に
活
か
さ
れ
る
の
は
三
八
六
六
番
歌
に
関
連
す
る
、《
乎
刀
良
の
乗

り
込
ん
だ
船
は
「
鴨
」
と
い
ふ
名
前
の
船
だ
つ
た
》
と
い
っ
た
客
観
的
な

説
明
の
み
で
あ
る
。
書
き
手
の
心
情
を
反
映
す
る
和
歌
か
ら
、
主
観
性
を

潜
め
る
と
こ
ろ
に
ま
で
『（
出
帆
）』
の
視
点
は
後
退
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
は
、
文
体
の
視
点
と
い
う
次
元
の
み
な
ら
ず
、
堀
の
作
家
性
・

固
有
性
ま
で
も
が
あ
え
て
後
退
さ
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
東
西
を
ま
た
ぐ
文
学
の
受
容
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
自
ら
の
作

家
性
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
で
、
堀
は
、
時
代
を
超
え
て
残
り
う
る
文
学
を

築
こ
う
と
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
主
情
の
後
退
は
、
主

客
が
分
け
隔
て
な
く
同
時
に
存
在
す
る
世
界
を
響
か
せ
る
萬
葉
歌
の
語
法

と
も
、
ど
こ
か
通
ず
る
。
自
分
が
見
る
と
き
相
手
も
自
分
を
見
て
い
る
と

い
う
発
想
、
自
身
が
背
後
に
引
き
受
け
る
事
物
の
目
か
ら
見
た
か
の
よ
う

な
客
体
的
な
描
写
で
以
て
、
他
な
ら
ぬ
自
身
の
思
い
を
伝
え
る
と
い
う
極

め
て
萬
葉
的
な
発
想
を
、『（
出
帆
）』
の
文
体
は
体
得
し
つ
つ
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い（

17
（

。

　

し
か
し
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
完
全
な
る
「
古
代
」
に
は
戻
れ
な
い

と
い
う
自
覚
を
も
『（
出
帆
）』
が
同
時
に
響
か
せ
て
い
た
点
だ
ろ
う
。
先

に
触
れ
た
初
期
作
品
の
『
羽
ば
た
き
』
も
『（
出
帆
）』
も
、
疎
外
や
孤
独

と
隣
接
す
る
、
夢
想
の
危
う
さ
と
内
的
世
界
の
充
実
と
い
う
両
面
性
を
描

く
が
、
そ
の
よ
う
な
何
ら
か
の
物
語
化
な
し
に
、「
死
」
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
実
存
性
が
あ
る
こ
と
も
同
時
に
物
語
っ
て
い
る
。
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「
乎
刀
良
」
の
死
は
、
大
君
の
よ
う
な
存
在
で
は
な
い
「
荒
蟲
」
の
た

め
に
命
を
懸
け
た
結
果
で
あ
る
。
観
点
を
変
え
れ
ば
、
そ
れ
は
名
も
無
き

一
人
の
人
間
す
ら
も
、
命
を
懸
け
て
守
る
に
足
る
存
在
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
を
知
ら
し
め
る
。
む
し
ろ
そ
う
考
え
な
け
れ
ば
「
乎
刀
良
」
は
報
わ

れ
な
い
。
そ
う
考
え
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
に
、
我
々
は
死
の
意
味
づ
け
と

い
う
発
想
か
ら
無
縁
で
な
く
な
っ
て
い
る
。『（
出
帆
）』
が
描
く
の
は
、

す
で
に
そ
う
し
た
観
念
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
前
近
代
的
で
あ
り

な
が
ら
近
代
に
親
し
い
世
界
な
の
だ
。

　

堀
の
ノ
オ
ト
は
、『（
出
帆
）』
の
時
代
に
於
い
て
も
手
児
奈
な
ど
巻

一
六
の
伝
説
が
す
で
に
過
去
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ

と
、《「
妣
ノ
国
」》
や
《
魂
の
フ
ル
サ
ト
》（『（
水
の
う
へ
）』）
が
言
い
伝
え

や
想
像
の
中
に
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
描
き
出
し
て
い
る
。

『（
出
帆
）』
が
物
語
る
の
は
、
復
古
的
な
気
分
や
伝
統
の
称
揚
で
は
な
く
、

死
後
の
世
界
と
生
の
現
実
と
が
接
続
し
て
い
た
過
去
す
な
わ
ち
古
代
人
が

死
へ
の
恐
怖
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
た
過
去
へ
の
憧
れ
で
あ
り
、
古
代
に
於

い
て
も
当
時
に
と
っ
て
の
更
な
る
「
古
代
」
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。『（
出
帆
）』
に
お
け
る
「
乎
刀
良
」
の
死
が
象
徴
す
る
の
は
、
生

と
死
が
相
剋
し
な
い
安
ら
か
な
も
の
と
し
て
存
在
し
え
た
時
代
へ
の
あ
こ

が
れ
と
決
別
だ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
「
乎
刀
良
」
の
死
は
、
誰
に
も
犯
さ

れ
な
い
彼
固
有
の
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、「
妣
ノ
国
」
と
の
連
帯
か
ら

は
疎
外
さ
れ
て
も
い
る
。

　

蔵
書
（
8
）
武
田
祐
吉
『
上
代
国
文
学
の
研
究
』（
博
文
館
、
昭
和
五
・
四

／
初
版
は
大
正
一
〇
・
三
）
の
92
〜
93
ペ
ー
ジ
に
は
、
挟
み
込
み
の
形
跡
が
あ

る
。
そ
こ
に
は
た
と
え
ば
、《
仏
教
思
想
の
流
通
と
共
に
、
漸
く
古
代
の

現
在
主
義
よ
り
脱
し
て
、
前
徴
を
信
じ
運
命
の
循
環
を
怖
る
ゝ
に
至
つ
た

人
の
心
に
、
殊
に
強
く
響
く
も
の
は
死
亡
で
あ
る
。
有
を
有
と
し
、
無
を

無
と
す
る
現
在
主
義
の
古
代
思
想
よ
り
出
発
し
て
、
生
者
必
衰
の
あ
き
ら

め
の
態
度
に
至
ら
な
い
中
間
の
漂
泊
は
、
慟
哭
の
海
で
あ
る
。
文
明
の
光

に
照
さ
れ
て
一
度
失
へ
る
も
の
の
再
得
ら
れ
ぬ
事
を
知
つ
た
時
に
、
古
代

人
の
や
う
に
、
赤
子
の
や
う
に
、
此
に
失
へ
る
も
の
を
他
に
補
ふ
事
は
簡

単
に
出
来
ぬ
》
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
死
へ
の
ナ
イ
ー
ブ
な
親
し

み
を
失
っ
て
い
く
古
代
の
観
念
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

18
（

。

　

古
代
が
す
で
に
近
代
の
日
本
に
於
い
て
は
遡
る
べ
き
ル
ー
ツ
で
な
く
、

あ
く
ま
で
も
異
世
界
な
の
だ
と
い
う
観
点
は
、堀
辰
雄
『
ふ
る
さ
と
び
と
』

（「
新
潮
」
昭
和
一
八
・
一
）
が
、
寂
れ
て
い
く
も
の
・
消
え
て
い
く
も
の
の
存

在
を
示
唆
す
る
点
と
も
矛
盾
し
な
い
。
そ
の
発
想
は
戦
後
の
『
雪
の
上
の

足
跡
』（「
新
潮
」
昭
和
二
一
・
三
）
が
、
い
ず
れ
雪
溶
け
と
共
に
消
滅
す
る
足

跡
を
題
名
と
し
て
い
る
逆
説
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

堀
辰
雄
『（
出
帆
）』
に
ま
つ
わ
る
書
き
込
み
や
蔵
書
群
は
、
古
代
へ
の

憧
れ
と
断
絶
、
連
帯
へ
の
希
求
と
個
の
尊
厳
と
の
切
り
結
ば
れ
方
な
ど
、

戦
時
下
に
お
け
る
止
揚
の
複
雑
さ
を
も
物
語
る
も
の
だ
っ
た
。
蔵
書
の
記

述
や
書
き
込
み
が
示
す
多
角
的
な
問
題
意
識
を
顧
み
る
な
ら
ば
、
最
後
ま

で
戦
争
協
力
的
な
作
品
の
執
筆
を
拒
ん
だ
堀
自
身
に
あ
っ
て
も
、「
反
戦
」

や
「
抵
抗
」
が
唱
え
ら
れ
る
と
い
う
高
み
の
立
場
に
自
ら
を
置
く
よ
う
な
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特
権
化
を
許
す
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
当
時
の
状
況
が
安
易
に
二
元

化
で
き
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
、
堀
辰
雄
が
専
ら
「
抵
抗
」
の

側
で
あ
っ
た
と
言
い
切
る
べ
き
で
は
な
く
、
二
元
的
な
規
範
に
裁
き
き
れ

な
い
状
況
下
に
堀
文
学
が
持
ち
堪
え
続
け
た
こ
と
に
こ
そ
、
考
察
す
べ
き

点
が
あ
る
。

　

戦
後
の
日
本
人
は
、
我
々
の
現
在
の
生
活
が
、
巨
視
的
に
見
れ
ば
多
く

の
先
人
の
献
身
と
犠
牲
の
上
に
成
立
し
て
い
る
と
い
う
言
わ
ず
も
が
な
の

真
実
を
、
純
粋
な
尊
敬
や
感
謝
の
み
で
は
語
れ
な
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
先
祖
や
死
者
へ
の
畏
敬
の
念
を
語
る
こ
と
そ
れ
自
体
を
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
現
れ
だ
と
し
て
無
批
判
に
忌

避
す
る
こ
と
も
ま
た
、
事
態
の
単
純
化
に
他
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
戦
前
戦

後
の
断
絶
を
含
ん
だ
ね
じ
れ
を
複
雑
か
つ
永
遠
的
な
問
い
と
し
て
引
き
受

け
る
覚
悟
が
な
け
れ
ば
、
短
絡
的
な
答
え
を
求
め
る
だ
け
の
水
掛
け
論
に

な
っ
て
し
ま
う
。

　

堀
の
『
萬
葉
集
』
受
容
の
足
跡
も
ま
た
、
今
な
お
、
我
々
が
「
戦
争
」

の
反
省
を
乗
り
越
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
、
二
度
と
過
ち
を
起
こ
す
は

ず
が
な
い
と
い
う
驕
り
の
上
に
あ
ぐ
ら
を
か
け
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
も

の
で
あ
り
、
終
わ
り
の
な
い
問
い
に
目
を
啓
く
こ
と
の
必
要
性
を
物
語
る

も
の
な
の
で
あ
る
。

【
巻
末
資
料
】
堀
辰
雄
の
蔵
書
に
つ
い
て

※
別
表
お
よ
び
以
下
に
挙
げ
た
歌
の
選
択
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
厳
密
な
基
準

に
よ
る
も
の
で
な
い
。
そ
の
た
め
、
ま
だ
吟
味
で
き
て
な
い
点
も
多
い
が
、
昭

和
一
〇
年
代
後
半
の
作
品
に
鑑
み
て
、
当
時
の
堀
の
関
心
が
窺
え
る
と
お
ぼ
し

き
も
の
を
何
点
か
試
み
に
抽
出
し
た
。

※
本
文
中
の
萬
葉
歌
の
引
用
は
、
堀
辰
雄
の
ノ
オ
ト
や
蔵
書
の
表
記
を
引
用
し

た
が
、
便
宜
上
、『
萬
葉
集
』〈
新
日
本
古
典
文
学
全
集
〉
全
四
冊
（
小
学
館
、

平
成
六
・
五
〜
八
・
八
）
に
依
っ
た
も
の
も
あ
る
。
萬
葉
歌
の
引
用
に
際
し
て
、

長
歌
の
一
部
や
題
詞
・
左
注
な
ど
、
適
宜
割
愛
し
た
箇
所
が
あ
る
。
蔵
書
の
内

容
や
書
き
込
み
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
研
究
に
既
出
の
も
の
な
ど
は
適
宜
割
愛

し
て
い
る
。

（
1
）
鹿
持
雅
澄
『
萬
葉
集
古
義
』
全
九
冊
及
び
首
巻
一
冊
（
国
書
刊
行
会
、
大

正
元
・
七
〜
大
正
九
・
五
／
初
版
は
明
治
三
一
・
七
）

（
2
）
萬
葉
集　

全
三
冊
（
折
口
信
夫
、
文
会
堂
書
店
、
大
正
五
・
九
〜
六
・
五
）

（
3
）
萬
葉
集　

全
二
巻
（
澤
瀉
久
孝
・
森
本
治
吉
著
、
新
潮
文
庫
、
昭
和
一
二
・

四
）

（
4
）
西
村
眞
次
『
萬
葉
集
の
文
化
史
的
研
究
』（
東
京
堂
、
昭
和
一
六
・
一
〈
増

訂
二
版
〉）

（
5
）『
鑑
賞
短
歌
大
系
5　

萬
葉
恋
愛
歌
読
本
』（
北
原
白
秋
・
折
口
信
夫
編
、

学
芸
社
、
昭
和
一
二
・
七
）

（
6
）『
鑑
賞
短
歌
大
系
6　

東
歌
・
大
伴
集
読
本
』（
北
原
白
秋
・
折
口
信
夫
編
、

学
芸
社
、
昭
和
一
二
・
八
）

（
7
）
武
田
祐
吉
『
柿
本
人
麻
呂
』（
厚
生
閣
、
昭
和
一
三
・
四
）

（
8
）
武
田
祐
吉
『
上
代
国
文
学
の
研
究
』（
博
文
館
、
昭
和
五
・
四
／
初
版
は
大

正
一
〇
・
三
）
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●
巻
二
・
一
二
六
、一
二
七

　

※
次
の
表
記
は
『
萬
葉
集
』〈
新
日
本
古
典
文
学
全
集
〉
に
よ
る
。

　

 「
石
川
女
郎
贈
二

大
伴
宿
祢
田
主
一

歌
一
首
」

　
　

一
二
六　

 
遊
士
跡　

吾
者
聞
流
乎　

屋
戸
不
レ

借　

吾
乎
還
利　

於
曾
能
風

流
士

　
「
大
伴
宿
祢
田
主
報
贈
一
首
」

　
　

一
二
七　

 

遊
士
尓　

吾
者
有
家
里　

屋
戸
不
レ

借　

令
レ

還
吾
曾　

風
流
士

者
有

　

 《
み
や
び
を
と　

我
は
聞
け
る
を　

や
ど
貸
さ
ず　

わ
れ
を
帰
せ
り　

お
そ
の

み
や
び
を
》（
一
二
六
）

　

 《
み
や
び
を
に　

我
は
あ
り
け
り　

や
ど
貸
さ
ず　

帰
し
し
我
そ　

み
や
び
を

に
は
あ
る
》（
一
二
七
）

　

昭
和
一
八
年
頃
よ
り
、
皇
室
賛
美
の
文
脈
で
「
み
や
び
」
の
語
が
広
く
用
い

ら
れ
る
現
象
が
み
ら
れ
る
が
、当
該
歌
は
「
み
や
び
」
と
訓
読
さ
れ
る
語
が
、「
宮

び
」
の
文
脈
に
と
ど
ま
ら
な
い
多
義
性
を
も
物
語
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。「
み

や
び
」
が
反
俗
的
・
周
縁
的
な
意
味
な
ど
、
お
よ
そ
皇
国
史
観
と
は
相
反
す
る

語
史
も
も
つ
と
い
う
奥
行
き
に
つ
い
て
は
、『
伊
勢
物
語
』
初
段
な
ど
か
ら
も
指

摘
し
う
る
が
、
堀
は
『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
書
な
ど
か
ら
そ
れ
ら
を
知
っ
て
い

た
可
能
性
も
高
い
。
本
稿
で
は
、
一
二
六
・
一
二
七
番
の
書
き
込
み
の
確
認
に
留

め
、「
み
や
び
」
の
語
義
と
堀
の
関
心
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
別
稿
で
考
察
し

た
い
。

　

な
お
、
当
該
歌
「
遊
士
」「
風
流
士
」
の
読
み
は
、
契
沖
以
前
「
た
は
れ
を
」

と
訓
読
し
て
い
た
が
、
荷
田
春
満
以
降
、
異
説
「
み
や
び
と
」
が
提
示
さ
れ
、

本
居
宣
長
が
「
み
や
び
を
」
と
訓
読
し
て
い
る（

19
（

。

＊
【（
1
）
一　
ｐ
447
】

　

・
歌
の
上
に
《（
一
二
六
）》
と
黒
イ
ン
ク
で
書
き
込
み

　

 《
遊
士
跡
。
吾
者
聞
流
乎
。
屋
戸
不
借
。
吾
乎
還
利
。
於
曾
能
風
流
士
。》（
ミ

ヤ
ビ
ヲ
ト　

ア
レ
ハ
キ
ケ
ル
ヲ　

ヤ
ド
カ
ザ
ズ　

ア
レ
ヲ
カ
ヘ
セ
リ　

オ
ソ

ノ
ミ
ヤ
ビ
ヲ
）

　

・
次
の
解
説
の
傍
線
は
蔵
書
の
書
き
込
み
。

　

 《
岡
部
氏
が
、
六
ノ

巻
に
、
諸
大
夫
等
、
集
二

左
少
弁
云
々
家
一

宴
歌
と
て
、
う

な
は
ら
の
と
ほ
き
渡
リ

を
遊
士
の
遊
ぶ
を
み
む
と
な
づ
さ
ひ
そ
来
し
、
て
ふ
歌

の
左
に
、
右
一
首
云
々
、
蓬
莱
仙
媛
所
レ

作
嚢
縵
為
二

風
流
秀
才
之
士
一

矣
と
書

り
、》

　
《
お
ろ
か
に
お
と
れ
る
人
を
、
お
そ
き
人
と
い
へ
ば
、》

＊
【（
5
）
ｐ
21
】

　

歌
の
説
明
全
体
を
赤
丸
で
囲
っ
て
い
る
。

　
《
遊
士
と
吾
は
聞
け
る
を
、
屋
戸
貸
さ
ず　

吾
を
還
せ
り
。
鈍
の
風
流
士
》

　
《
遊
士
に
吾
は
あ
り
け
り
。
屋
戸
貸
さ
ず
還
し
ゝ
吾
ぞ
。
風
流
士
に
は
あ
る
》

＊
【（
6
）
ｐ
155
〜
】

　

一
二
六
〜
一
二
七
番
歌
に
関
す
る
本
書
の
記
述
の
始
め
と
終
わ
り
を
緑
カ
ギ

括
弧
で
括
っ
て
い
る
。

　
《
遊
士
と　

吾
は
聞
け
る
を
。
や
ど
貸
さ
ず　

吾
を
還
せ
り
。
お
そ
の
風
流
士
》

　

 《
遊
士
に　

吾
は
あ
り
け
り
。
や
ど
貸
さ
ず　

還
せ
る
吾
ぞ　

風
流
士
に
は
あ
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る
》

●
巻
二
・
二
二
二

　

 

※
次
の
表
記
は
、
堀
辰
雄
『（
出
帆
）』（
一
七
枚
目
）
に
、
青
鉛
筆
で
書
か
れ

た
も
の
を
引
用
。

　

 《
沖
つ
浪
来
寄
る
荒あ

り
そ磯

を
し
き
た
へ
の
枕
と
ま
き
て
寝
せ
る
君
か
も
》（
柿
本

人
麻
呂
）

　

柿
本
人
麻
呂
に
よ
る
挽
歌
（
石
中
死
人
歌
）
で
あ
り
、『（
水
の
う
へ
）』『（
出

帆
）』
両
者
に
反
映
さ
れ
て
い
る
歌
の
う
ち
、
蔵
書
へ
の
書
き
込
み
も
見
ら
れ
る

と
い
う
、
限
ら
れ
た
例
の
一
つ
で
あ
る（

21
（

。
ま
た
、『（
出
帆
）』
の
結
末
に
直
接
引

用
さ
れ
た
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
蔵
書
の
書
き
込
み
を
確
認
し
た
。

＊
【（
1
）
二　
ｐ
56
】 

二
二
二
番
歌
：
茶
イ
ン
ク　

赤
線

＊
【（
3
）
上　
ｐ
58
】
二
二
〇
、二
二
一
番
歌
に
書
き
込
み
：
茶
イ
ン
ク

＊
【（
7
）
ｐ
178
〜
182
】

　

・
二
二
〇
〜
二
二
二
番
歌
を
扱
っ
た
記
述
に
多
く
書
き
込
み
が
残
る
。

　

・
二
二
〇
番
歌
中
《
神
の
御み

面お
も

》
に
茶
鉛
筆
の
囲
み

　

・
二
二
〇
〜
二
二
二
番
歌
全
体
の
記
述
に
青
鉛
筆
の
囲
み

　

・
次
の
本
文
記
述
に
緑
傍
線
書
き
込
み

　

 《
し
か
も
こ
の
場
合
に
は
、
妻
は
夫
の
死
ん
だ
の
も
知
ら
ず
に
、
虚
し
く
待
ち

恋
う
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。（
略
）
全
体
の
構
成
と
し
て
は
、
讃
岐
の
国
の
叙
述

は
さ
す
が
に
壮
大
に
出
来
て
ゐ
る
。
そ
れ
か
ら
転
じ
て
、
石
中
の
死
人
を
見

る
に
至
る
ま
で
、
息
を
入
れ
な
い
面
白
さ
が
あ
る
》

　

 

・
次
の
本
文
記
述
に
茶
傍
線
書
き
込
み
、
上
余
白
に
茶
の
山
括
弧
、
二
重
丸

書
き
込
み

　

 《
こ
の
死
人
は
、
或
る
い
は
（
略
）
妻
が
居
た
ら
こ
れ
を
看
護
し
て
、
食
物
を

も
與
へ
た
で
あ
ら
う
と
い
ふ
歌
で
あ
る
。
そ
の
島
の
徒
に
伸
び
て
ゐ
る
菟う

芽は

子ぎ

を
材
料
と
し
て
、
歌
ひ
来
つ
た
と
こ
ろ
に
、
深
い
感
慨
を
与
へ
る
も
の
が

あ
る
。
優
れ
た
歌
で
あ
る
》

●
巻
三
・
二
六
六　
『
曠
野
』
に
当
該
歌
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
蔵
書

の
書
き
込
み
を
確
認
し
た
。

＊
【（
1
）
二　
ｐ
116
】

　

・
次
の
歌
の
上
に
、
茶
色
イ
ン
ク
で
歌
番
号
を
上
余
白
に
書
き
込
み

　

 《
淡
海
乃
海
。
夕
浪
千
鳥
。
汝
鳴
者
。
情
毛
思
努
爾
。
古
所
念
。（
ア
フ
ミ
ノ
ミ
。

ユ
フ
ナ
ミ
チ
ド
リ
。
ナ
ガ
ナ
ケ
バ
。
コ
ゝ
ロ
モ
シ
ヌ
ニ
。
イ
ニ
シ
ヘ
オ
モ
ホ

ユ
。）》

　

 

・
古
義
に
は
九
六
番
歌
の
記
載
箇
所
に
も
《
心
も
し
ぬ
に
古

イ
ニ
シ
ヘ
オ
モ
ホ
ユ

所
念
》
の
用
例

へ
の
言
及
が
あ
り
、
堀
は
そ
こ
に
も
書
き
込
み
を
施
し
て
い
る
。

＊
【（
4
）
ｐ
272
】

　

・
余
白
上
に
《
千
鳥
》
と
赤
イ
ン
ク
で
書
き
込
み

　
 《『

淡
海
の
海
夕
浪
千
鳥

0

0

汝
が
啼
け
ば
心
も
し
ぬ
に
古
へ
お
も
ほ
ゆ
』（
巻
三
、

人
麻
呂
）》（
傍
点
原
文
）

＊
【（
7
）
ｐ
164
】

　

 

・《
淡
海
の
海
夕
浪
千
鳥
汝
が
鳴
け
ば
心
も
し
の
に
古
思
ほ
ゆ
（
巻
三
・
二
六

六
）》
の
歌
全
体
を
青
で
囲
み
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・《
汝
が
鳴
け
ば
心
も
し
の
に
》
を
緑
で
囲
み

　

 
・
本
文
記
述
に
茶
傍
線
、
次
の
本
問
箇
所
の
上
余
白
に
茶
の
山
括
弧
、
二
重

丸
書
き
込
み

　

 《
潑
剌
た
る
生
気
は
乏
し
い
が
、
人
間
の
造
り
出
す
芸
術
美
は
、
此
処
に
窺
ふ

事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。（
略
）
人
情
を
解
せ
ざ
る
千
鳥
に
対
し
て
、
人
情
を

解
す
る
か
の
如
く
に
取
り
扱
ふ
所
に
、（
略
）
親
み
の
心
を
持
つ
て
ゐ
た
古
人

の
生
活
が
現
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。（
略
）「
心
も
し
の
に
」
は
、
心
も
な
え

〳
〵
と
な
る
ま
で
の
意
で
、（
略
）
千
鳥
の
鳴
く
声
に
催
さ
れ
て
、
近
江
の
大

津
の
宮
時
代
の
往
時
を
追
憶
し
た
の
で
あ
る
。
常
は
、
む
し
ろ
忘
れ
て
も
ゐ

た
も
の
ゝ
、
た
ま
〳
〵
夕
の
浪
に
鳴
き
渡
る
千
鳥
の
声
に
、
新
し
い
思
が
催

し
立
て
ら
れ
の
で
あ
る
。（
略
）
す
ぐ
れ
た
歌
の
一
つ
と
し
て
数
へ
ら
る
べ
き

は
疑
を
容
れ
な
い
。》

●
巻
三
・
四
六
〇　

　

※
次
の
表
記
は
『
萬
葉
集
』〈
新
日
本
古
典
文
学
全
集
〉
に
よ
る
。

　
「
七
年
乙
亥
大
伴
坂
上
郎
女
悲
二

歎
尼
理
願
死
去
一

作
歌
一
首　

并
短
歌
」

　

 《（
前
略
）
生
者　

死
云
事
尓　

不
レ

免　

物
尓
之
有
者　

憑
有
之　

人
乃
尽　

（
略
）　

春
日
野
乎　

背
向
尓
見
乍　

足
氷
木
乃　

山
辺
乎
指
而　

晩
闇
跡　

隠
益
去
礼
（
後
略
）》

　

 《（
前
略
）
生
け
る
者ひ

と　

死
ぬ
と
い
ふ
こ
と
に　

免
れ
ぬ　

も
の
に
し
あ
れ
ば　

頼
め
り
し　

人
の
こ
と
ご
と
（
略
）
春
日
野
を
そ
が
ひ
に
見
つ
つ　

あ
し
ひ

き
の　

山
辺
を
さ
し
て　

夕
闇
と　

隠
り
ま
し
ぬ
れ
（
後
略
）》

　

大
伴
坂
上
郎
女
の
挽
歌
で
あ
る
が
、
人
間
の
死
の
必
然
性
を
も
凝
視
す
る
内

容
や
、「
そ
が
ひ
」
の
語
な
ど
が
着
目
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
蔵
書
の
書
き
込
み
を

確
認
し
た
。
た
だ
し
当
該
歌
の
書
き
込
み
単
独
で
は
、
関
心
の
所
在
を
特
定
す

る
こ
と
は
今
の
段
階
で
は
難
し
い
。

＊
【（
2
）
上　
ｐ
143
】
四
六
〇
番
歌
：
緑
○
印　

傍
線

＊
【（
6
）
ｐ
173
】
四
六
〇
番
歌
：
赤
書
き
込
み　

緑
線

●
巻
一
六
・
三
八
六
〇
〜
三
八
六
九　

　

堀
辰
雄
が
、
平
安
時
代
以
後
の
文
学
の
関
わ
り
に
お
い
て
も
注
目
し
た
巻

一
六
中
の
歌
で
あ
り
、
義
侠
心
に
よ
っ
て
自
ら
海
に
乗
り
出
し
た
結
果
、
帰
ら

ぬ
人
と
な
っ
た
と
い
う
荒
雄
の
物
語
を
描
い
て
い
る
。『（
出
帆
）』
の
内
容
と
親

和
性
の
高
い
内
容
で
、か
つ
『（
水
の
う
へ
）』
へ
の
引
用
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

蔵
書
の
書
き
込
み
を
確
認
し
た
。

＊
『（
水
の
う
へ
）』
引
用
歌
は
本
稿
の
中
で
紹
介

＊
【（
2
）
下　
ｐ
35
】
三
八
六
〇
〜
三
八
六
九
番
歌
：
赤
や
緑
に
よ
る
書
き
込
み

＊
【（
4
）
ｐ
317
】

　

・
和
歌
の
傍
点
は
原
文

　
 《『

荒
雄
ら
を
来
む
か
来
じ
か
と
飯
盛
り

0

0

0

て
門
に
出
で
立
ち
待
て
ど
来
ま
さ
ず
』

（
巻
十
六
）》

　

・
次
の
本
文
記
述
に
赤
傍
点
書
き
込
み

　

 《
こ
れ
は
人
が
来
る
か
来
な
い
か
分
ら
ぬ
場
合
に
、
飯
を
盛
つ
て
置
い
て
門
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

出
て
立
つ
て
ゐ
る
と
、
其
人
が
必
ら
ず
来
る
と
い
ふ
迷
信

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

》
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●
巻
一
七
・
三
八
九
六

　

 
※
次
の
表
記
は
、
堀
辰
雄
『（
水
の
う
へ
）』（
一
枚
目
）
に
、
赤
鉛
筆
で
書
か

れ
た
も
の
を
引
用
。

　

 《
家
に
て
も
／
た
ゆ
た
ふ
生
。
／
波
の
上
に
浮
き
て
し
を
れ
ば
、
／
お
く
が
知

ら
ず
も
。》（
作
者
未
詳
）

『（
出
帆
）』（
六
枚
目
）
で
は
、《
波
の
上
に
浮
き
て
し
を
れ
ば
／
お
く
が
し
ら
ず

も
》
と
あ
る
。

『（
水
の
う
へ
）』『（
出
帆
）』
両
者
に
反
映
さ
れ
て
い
る
歌
の
う
ち
、
蔵
書
へ
の

書
き
込
み
も
見
ら
れ
る
と
い
う
、
限
ら
れ
た
例
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
蔵

書
の
書
き
込
み
を
確
認
し
た
。

＊
【（
2
）
下　
ｐ
48
】
三
八
九
六
番
歌
：
赤
●
の
書
き
込
み

＊
【（
3
）
下　
ｐ
456
】
三
八
九
六
番
歌
：
青
○
の
書
き
込
み

＊
【（
6
）
ｐ
220
】

　

・
緑
傍
線
や
カ
ギ
括
弧
に
よ
る
書
き
込
み
が
み
ら
れ
る
。　

 

　
　
　

 

歌
の
上
に
緑
で
印
、
▲
「
」
書
き
込
み

　

 《
▲
家
に
て
も
「
た
ゆ
た
ふ
」
命
、
波
の
上
に
漂
き
て
し
を
れ
ば
、
奥オ

ク

処カ

知
ら

ず
も
》

　

 《
○
た
ゆ
た
ふ　

動
揺
す
る
。
浮
動
し
易
い
。
人
間
の
霊
魂
の
不
安
を
い
ふ
の

だ
》

　
《
古
代
人
の
信
仰
と
恐
怖
で
掩
う
て
居
る
》

●
巻
一
八
・
四
〇
九
四　

戦
時
下
に
お
い
て
人
口
に
膾
炙
し
た
楽
曲「
海
ゆ
か
ば
」

の
典
拠
と
な
る
歌
で
、
時
代
状
況
へ
の
目
配
り
が
窺
え
る
点
か
ら
、
蔵
書
の
書

き
込
み
を
確
認
し
た
。

＊
【（
1
）
七　
ｐ
52
】

　

・
題
詞
上
の
余
白
に
青
い
点
を
付
し
、
そ
の
点
を
さ
ら
に
赤
で
囲
ん
で
い
る

　

・
次
の
よ
う
に
歌
に
カ
ギ
括
弧
「
」
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　

 （《「
海
行
波
美
豆
久
屍
、
山
行
波
草
牟
須
屍
、
玉
乃
幤
爾
去
曾
死
米
」
能
柕柕

爾
波
不
死
、
止
》（
ウ
ミ
ユ
カ
バ
ミ
ヅ
ク
カ
バ
ネ
、
ヤ
マ
ユ
カ
バ
ク
サ
ム
ス
カ

バ
ネ
、
オ
ホ
キ
ミ
ノ
ヘ
ニ
コ
ソ
シ
ナ
メ
、
ノ
ド
ニ
ハ
シ
ナ
ジ
ト
）

＊
【（
3
）
下
巻
ｐ
544
】

　

・
次
の
よ
う
に
歌
に
カ
ギ
括
弧
「
」
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　

 《「
大
伴
の　

造
つ
神か

む
お
や祖
の　

其
の　

名
を
ば　

大お
ほ
く来
目め

主ぬ
し

と　

負お

ひ
持
ち
て　

仕
へ
し
官つ
か
さ　

海
行
か
ば　

水
漬づ

く
屍か

ば
ね　

山
行
か
ば　

草
生む

す
屍　

大お
ほ
き
み皇

の　

辺へ

に
こ
そ
死
な
め　

顧
み
は　

為せ

じ
と
言こ

と
だ立

て
」
大ま

す
ら
を夫

の
》

●
巻
二
〇
・
四
三
七
三　

天
皇
へ
の
忠
誠
や
献
身
を
連
想
さ
せ
る
歌
と
し
て
戦
時

下
に
広
く
知
ら
れ
た
歌
で
あ
り
、
時
代
状
況
へ
の
目
配
り
が
窺
え
る
点
か
ら
、

蔵
書
の
書
き
込
み
を
確
認
し
た（

21
（

。

＊
【（
2
）
下　
ｐ
247
】：
赤
●
の
書
き
込
み

＊
【（
4
）
ｐ
180
】

　

・
歌
の
上
に
赤
丸
を
書
き
込
み

　

 《
○『
今
日
よ
り
は
顧
り
み
な
く
て
大
君
の
し
こ
の
御
楯
と
出
で
立
つ
吾
れ
は
』

（
火
長
今い
ま
ゝ
つ
り
べ
の
よ
そ
ふ

奉
部
與
曾
布
）》
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●
巻
二
〇
・
四
三
七
五

＊
【（
2
）
下
巻
ｐ
247
】

　

 《
松
の
木
の
並
み
た
る
見
れ
ば
、
家
人
の
我
を
見
送
る
と
、
立
た
り
し
も
こ
ろ
》

（
物
部
真
島
）

　

 

・
歌
の
《
並
み
た
る
》
と
い
う
表
記
を
《
撓
み
た
る
》
に
、本
文
語
釈
の
《
並

ん
で
》
を
《
ぐ
ん
に
や
り
と
》
に
、
そ
れ
ぞ
れ
緑
で
書
き
換
え
た
跡
が
あ
る
。

折
口
の
口
訳
に
つ
い
て
も
、
堀
は
単
な
る
鵜
呑
み
で
は
な
い
方
法
を
以
て
臨

ん
だ
こ
と
が
窺
え
る
。

●
巻
二
〇
・
四
三
八
八　

家
族
と
の
離
別
を
歌
う
歌
で
あ
り
、『（
出
帆
）』
に
反

映
さ
れ
て
い
る
歌
の
う
ち
、
蔵
書
へ
の
書
き
込
み
も
見
ら
れ
る
と
い
う
、
限
ら

れ
た
例
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
蔵
書
の
書
き
込
み
を
確
認
し
た
。

＊
【（
2
）
下
巻
ｐ
251
】
四
三
八
八
番
歌
：
赤
●
の
書
き
込
み

＊
【（
4
）
ｐ
179
】

　

・
次
の
よ
う
に
傍
点
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　

 《『
旅
と
へ
ど
真
旅
に
な
り
ぬ
家
の
母も

が
着
せ
し
衣
に
垢
づ
き
に
け
り

0

0

0

0

0

0

0

0

』（
占

部
蟲
麿
）》

注（
1
） 

原
題
『
魂
を
鎮
め
る
歌

─
い
か
に
古
典
文
学
に
対
す
る
か
と
の
問
に

答
へ
て
』。
初
刊
『
雉
子
日
記
』（
河
出
書
房
、
昭
和
一
五
・
七
）
で
は
、『
魂

を
鎮
め
る
歌

─
い
か
に
古
典
を
読
む
か
と
の
問
に
答
へ
て

─
』
と
改

題
。
さ
ら
に
『
曠
野
』（
養
徳
社
、
昭
和
一
九
・
九
）
収
録
の
際
、『
伊
勢
物

語
な
ど

─
い
か
に
古
典
を
読
む
か
と
の
問
に
答
へ
て

─
』
と
改
題
。

（
2
） 『
魂
を
鎮
め
る
歌
』『
姨
捨
』『
曠
野
』
の
典
拠
等
に
つ
い
て
は
、拙
著
『
堀

辰
雄
が
つ
な
ぐ
文
学
の
東
西　

不
条
理
と
反
語
的
精
神
を
追
求
す
る
知
性
』

（
晃
洋
書
房
、
平
成
三
一
・
三
）
お
よ
び
、
拙
稿
「
堀
辰
雄
と
今
昔
物
語
集　

折
口
信
夫
と
の
関
連
」（「
四
季
派
学
会
論
集
」
第
二
五
集　

令
和
三
・
三
）

の
中
で
触
れ
た
。

（
3
） 

本
文
中
に
《
一ヒ

ト
ツ
マ
ツ松、

幾イ
ク
ヨ
カ
ヘ
ヌ
ル

代
可
歴
流
、
吹フ

ク
カ
ゼ
ノ

風
乃
、
声コ

エ
ノ
ス
メ
ル
ハ

之
清
者
、
年ト

シ
フ
カ
ミ
カ
モ

深
香
聞
》

と
あ
る
。

（
4
） 

土
佐
朋
子
「
堀
辰
雄
『
風
立
ち
ぬ
』
と
『
万
葉
集
』

─
「
死
者
の
山
」

「
黒
髪
の
雪
」
な
ど

─
」（「
東
京
医
科
歯
科
大
学
教
養
部
研
究
紀
要
」
第

四
八
号
、
平
成
三
〇
）。
な
お
土
佐
論
に
よ
る
と
、『
風
立
ち
ぬ
』
終
章
「
死

の
か
げ
の
谷
」
に
は
、
鳥
と
鎮
魂
を
結
び
つ
け
る
発
想
や
山
中
他
界
観
が

指
摘
で
き
る
の
に
加
え
、冒
頭
の
「
序
曲
」
に
は
《
死
者
の
よ
う
に
な
っ
て
、

節
子
の
視
線
に
自
ら
の
視
線
を
重
ね
、
山
の
稜
線
を
眺
め
て
い
る
》《
木
陰

に
横
た
わ
る
「
私
」》
の
表
象
が
見
出
さ
れ
る
と
い
う
。

（
5
） 『
風
立
ち
ぬ
』
を
構
成
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
章
の
初
出
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。「
序
曲
」（「
改
造
」
昭
和
一
一
・
一
二
、原
題
『
風
立
ち
ぬ
』
中
の
「
発

端
」）・「
春
」（「
新
女
苑
」
昭
和
一
二
・
四
、
原
題
『
婚
約
』）・「
風
立
ち
ぬ
」

（「
改
造
」
昭
和
一
一
・
一
二
、原
題
『
風
立
ち
ぬ
』
中
の
「
Ⅰ
」「
Ⅱ
」「
Ⅲ
」）・

「
冬
」（「
文
藝
春
秋
」
昭
和
一
二
・
一
）・「
死
の
か
げ
の
谷
」（「
新
潮
」
昭

和
一
三
・
三
）。
そ
の
後
、「
風
立
ち
ぬ
」「
冬
」
の
み
が
個
々
に
独
立
し
た

短
篇
で
『
風
立
ち
ぬ
』（
新
潮
社
、
昭
和
一
二
・
六
）
に
掲
載
さ
れ
、『
風
立

ち
ぬ
』（
野
田
書
房
五
百
部
限
定
版
、
昭
和
一
三
・
四
）
で
初
め
て
五
章
構
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成
の
作
品
と
し
て
収
録
さ
れ
た
。

（
6
） 「
堀
辰
雄
『
風
立
ち
ぬ
、
い
ざ
生
き
め
や
も
』

─
『
風
立
ち
ぬ
』
か
ら

『
万
葉
集
』
へ
、『
万
葉
集
』
か
ら
『
風
立
ち
ぬ
』
へ

─
」（「
国
文
目
白
」

五
二
号
、
平
成
二
五
・
二
）

（
7
） 「
古
典
ノ
オ
ト
の
解
説
」（
角
川
書
店
版
『
堀
辰
雄
全
集　

一
〇
』
昭
和

四
〇
・
一
二
）

（
8
） 『
曠
野
』
と
当
該
歌
、
無
意
識
的
記
憶
と
の
結
び
つ
き
の
可
能
性
に
つ
い

て
は
、
拙
著
『
堀
辰
雄
が
つ
な
ぐ
文
学
の
東
西
』（
前
掲
書
）
に
指
摘
し
た
。

（
9
） 

渡
部
前
掲
論
（
令
和
三
・
二
）
で
は
、《
ほ
と
ん
ど
記
号
・
傍
線
の
た
め
、

筆
跡
の
確
認
は
難
し
い
》
と
の
こ
と
で
書
き
込
み
の
紹
介
は
割
愛
さ
れ
て

い
た
が
、
内
容
か
ら
堀
が
強
く
関
心
を
抱
い
た
と
お
ぼ
し
き
歌
な
ど
を
、

こ
こ
で
は
挙
げ
た
。

（
11
） 

一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
新
保
祐
司
編
『「
海
ゆ
か
ば
」
の
昭
和
』（
イ

プ
シ
ロ
ン
出
版
企
画
、
平
成
一
八
・
一
二
）、
丸
山
隆
司
『
海
ゆ
か
ば

─

万
葉
と
近
代

─
』（
491
ア
ヴ
ァ
ン
札
幌
、
平
成
二
三･

三
）、
小
松
（
小
川
）

靖
彦
「
大
伴
氏
の
言
立
て
「
海
行
か
ば
」
の
成
立
と
戦
争
下
に
お
け
る
受

容

─
そ
の
表
現
お
よ
び
戦
争
短
歌
を
通
じ
て
〈
戦
争
と
萬
葉
集
〉

─
」

（「
国
語
と
国
文
学
」
平
成
三
〇
・
七
）
な
ど
に
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。

（
11
） 『
堀
辰
雄
全
集
』
で
は
筑
摩
書
房
版
、
角
川
書
店
版
と
も
「
袖
ふ
る
」
と

翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
「
袖
振
る
」
と
漢
字
表
記
で
あ
る
。

（
12
） 

引
用
末
尾
の
二
首
三
八
六
六
・
三
八
六
七
に
関
し
て
、『
堀
辰
雄
全
集
』

で
は
筑
摩
書
房
版
、
角
川
書
店
版
と
も
「
世
良
」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、

実
際
に
は
「
也
良
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
八
六
七
冒
頭
は
、
正

し
く
は
「
沖
つ
鳥
」
だ
が
、
ノ
オ
ト
で
は
「
沖
つ
島
」
と
筆
記
し
て
い
る

と
見
ら
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
島
」
と
し
て
翻
刻
し
た
。
末
尾
は
『
堀

辰
雄
全
集
』
で
は
筑
摩
書
房
版
、
角
川
書
店
版
と
も
「
来
ぬ
か
」
と
翻
刻

さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
「
来
ぬ
か
も
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
13
） 

無
罫
の
小
型
手
帳
に
鉛
筆
で
横
書
き
さ
れ
た
も
の
。
表
紙
に
は
「
随
筆/

ノ
オ
ト/

支
那
文
学
」
と
あ
り
、「
支
那
文
学
」
の
一
行
だ
け
抹
消
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
内
容
は
角
川
書
店
版
『
堀
辰
雄
全
集　

八
』（
昭
和
三
九
・

一
一
）
よ
り
引
用
し
た
。

（
14
） 

折
口
の
研
究
に
お
け
る
姿
勢
が
、
戦
争
に
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
民
族
や
対

象
の
核
心
を
見
定
め
る
志
向
を
持
つ
こ
と
は
、
劉
娟
前
掲
論
、
小
松
靖
彦
・

中
西
亮
太
対
談「『
戦
争
下
の
文
学
者
た
ち
』（
花
鳥
社
）を
め
ぐ
っ
て
」（「
図

書
新
聞
」
令
和
四
年
二
月
二
六
日
）
な
ど
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

（
15
） 『
羽
ば
た
き
』
で
は
、
少
年
ジ
ジ
が
、
鳩
を
亡
く
な
っ
た
母
の
転
生
で
あ

る
か
の
よ
う
に
見
な
し
、
子
供
達
の
遊
び
か
ら
外
れ
て
鳩
と
遊
ぶ
よ
う
に

な
る
。
最
後
に
ジ
ジ
は
、
鳩
の
飛
翔
を
真
似
て
塔
の
上
か
ら
飛
び
立
ち
、

墜
落
す
る
。『
羽
ば
た
き
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
堀
辰
雄
『
羽
ば
た
き
』
の

時
代
的
意
義
と
多
面
性　

─
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
、
ア
ン
リ
・
ポ
ア
ン
カ
レ
、

ト
ポ
ロ
ジ
ー

─
」（「
国
語
と
国
文
学
」
令
和
五
・
二
掲
載
予
定
）、
お
よ

び
「
堀
辰
雄
『
羽
ば
た
きEin M

ärchen

』
と
鳩
山
郁
子
漫
画　

─
コ

ミ
カ
ラ
イ
ズ
の
可
能
性

─
」（「
武
蔵
野
美
術
大
学
研
究
紀
要
」
五
三
号　

令
和
五
・
三
掲
載
予
定
）
に
触
れ
た
。

（
16
） 
渡
部
前
掲
論
（
令
和
元
・
一
一
）
は
《
戦
意
高
揚
に
も
、
ま
た
抵
抗
に

も
関
与
し
な
い
》、《
戦
時
下
と
い
う
特
殊
な
時
間
と
空
間
に
繋
が
ら
な
い
》
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文
学
作
品
と
し
て
「（
出
帆
）」
が
準
備
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
17
） 
永
藤
靖
「
万
葉
・「
ソ
ガ
ヒ
に
見
る
」
考
」（「
文
化
継
承
学
論
集
」
平
成

二
一
・
三
）
は
、「
ソ
ガ
ヒ
」
の
語
義
を
検
証
し
て
お
り
、
事
物
か
ら
遠
ざ

か
る
際
に
は
背
後
に
あ
っ
て
見
え
な
い
は
ず
の
も
の
を
詠
み
手
が
「
ソ
ガ

ヒ
に
見
る
」
と
表
現
す
る
と
き
、
背
後
の
事
物
の
目
を
借
り
て
描
写
す
る

よ
う
な
発
想
が
働
く
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
18
） 

な
お
本
書
に
は
、「
伊
勢
物
語
と
巻
十
六
」
の
項
目
に
赤
い
印
が
書
き
込

ま
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
巻
一
六
へ
の
関
心
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
本
文
中

に
は
《
萬
葉
集
巻
第
十
六
が
、
伊
勢
物
語
の
直
接
の
粉
本
で
は
無
い
に
し

た
と
こ
ろ
で
、
必
同
種
の
も
の
が
あ
つ
て
、
そ
れ
に
倣
つ
て
、
恋
を
も
と

め
つ
ゝ
道
の
奥
ま
で
下
つ
た
在
原
業
平
の
歴
史
は
綴
ら
れ
た
に
違
な
い
》

（
Ｐ
206
）
と
い
っ
た
記
載
が
あ
る
。

（
19
） 「
み
や
び
」
の
概
念
を
め
ぐ
る
近
世
の
諸
注
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
淳
「
み

や
び
を
考
」（「
國
學
院
雑
誌
」
平
成
一
八
・
一
一
）
に
詳
し
い
。

（
21
） 『（
水
の
う
へ
）』・『（
出
帆
）』
に
反
映
さ
れ
た
和
歌
の
う
ち
、
い
ず
れ
か

の
蔵
書
中
に
書
き
込
み
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
数
え
る
程
し
か
な
い
。

つ
ま
り
、
現
存
す
る
蔵
書
に
書
き
込
み
が
残
っ
て
い
な
く
て
も
堀
辰
雄
が

着
目
し
た
和
歌
は
、
数
多
く
あ
る
と
い
え
る
。『（
出
帆
）』
に
反
映
さ
れ
た

二
〇
首
ほ
ど
の
う
ち
、
蔵
書
に
書
き
込
み
が
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
巻
二
・

二
二
二
、
巻
六
・
九
一
九
、
巻
一
六
・
三
八
六
六
、
巻
一
七
・
三
八
九
六
、
巻

一
四
・
三
五
七
〇
、
巻
二
〇
・
四
三
七
五
、
巻
二
〇
・
四
三
八
八
が
確
認
で
き

る
。

（
21
） 

小
松
（
小
川
）
靖
彦
「
日
中
戦
争
下
に
お
け
る
「
醜
の
御
楯
」
の
意
識

─
聖
戦
短
歌
を
通
じ
て
〈
戦
争
と
萬
葉
集
〉

─
」（「
日
本
文
学
」
平

成
二
七
・
五
）
で
は
、
当
該
歌
が
日
中
戦
争
期
を
通
じ
て
名
歌
と
し
て
普
及

し
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
時
に
は
、
防
人
歌
の
代
表
例
と
し
て
広
く
知
ら
れ

る
に
至
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

【
付
記
】　

堀
辰
雄
の
蔵
書
に
つ
い
て
は
堀
辰
雄
文
学
記
念
館
の
方
々
よ
り
、
閲

覧
の
機
会
を
戴
き
ま
し
た
。
皆
様
の
御
厚
意
に
、
改
め
て
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
な
お
本
研
究
はJSPS

科
研
費
・
若
手
研
究 JP22K

13142

の
助
成
を

受
け
た
も
の
で
す
。

（
お
お
い
し
・
さ
と
こ
／
武
蔵
野
美
術
大
学
准
教
授
）
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【
別

表
】

資
料

名
（

1）
鹿

持
雅

澄
『

萬
葉

集
古

義
』

全
九

冊
及

び
首

巻
一

冊
（

国
書

刊
行

会
、

大
正

元
・

七
～

大
正

九
・

五
／

初
版

は
明

治
三

一
・

七
）

（
2）

萬
葉

集
　

全
三

冊
（

折
口

信
夫

、
文

会
堂

書
店

、
大

正
五

・
九

～
六

・
五

）
（

3）
萬

葉
集

　
全

二
巻

（
澤

瀉
久

孝
・

森
本

治
吉

著
、

新
潮

文
庫

、
昭

和
一

二
・

四
）

（
4）

西
村

眞
次

『
萬

葉
集

の
文

化
史

的
研

究
』（

東
京

堂
、

昭
和

一
六

・
一

〈
増

訂
二

版
〉）

（
5）『

鑑
賞

短
歌

大
系

5　
萬

葉
恋

愛
歌

読
本

』（
北

原
白

秋
・

折
口

信
夫

編
、

学
芸

社
、

昭
和

一
二

）
（

6）『
鑑

賞
短

歌
大

系
6　

東
歌

・
大

伴
集

読
本

』（
北

原
白

秋
・

折
口

信
夫

編
、

学
芸

社
、

昭
和

一
二

）
（

7）
武

田
祐

吉
『

柿
本

人
麻

呂
』

厚
生

閣
、

昭
和

一
三

・
四

（
8）

武
田

祐
吉

『
上

代
国

文
学

の
研

究
』

博
文

館
、

昭
和

五
・

四
（

初
出

は
大

正
一

〇
・

三
）

※
『（

水
の

う
へ

）』
の

典
拠

と
お

ぼ
し

き
も

の
は

○
、『（

出
帆

）』
の

典
拠

と
お

ぼ
し

き
も

の
は

●
を

付
し

た
。

※
書

き
込

み
に

つ
い

て
、

表
で

は
筆

記
具

に
関

わ
ら

ず
お

お
よ

そ
の

色
を

付
記

し
た

。
詳

細
は

渡
部

前
掲

論
（

令
和

三
・

二
）、

本
稿

等
を

参
照

さ
れ

た
い

。
※

表
中

（
1）

～
（

8）
で

は
、

書
籍

は
略

称
を

用
い

た
。

短
歌
・
備
考

（
1）
古
義

（
2）
折
口
口
訳

（
3）
類
別

（
4）
西
村

（
5）
鑑
賞
短
歌
5
（
6）
鑑
賞
短
歌
6
（
7）
武
田
、

人
麻
呂

（
8）
武
田
、

上
代

＊
挟

み
込

み
あ

り
＊

挟
み

込
み

あ
り

＊
挟

み
込

み
あ

り
＊

挟
み

込
み

あ
り

＊
巻

第
一

六
へ

の
関

心

＊
挟

み
込

み
あ

り

＊
古

代
の

死
生

観
の

変
化

へ
の

関
心

＊
巻

第
一

六
へ

の
関

心
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巻
二

【
一

二
六

、
一

二
七

】

　
※

み
や

び
を

、
相

聞
歌

　
赤

線
赤

囲
み

緑
括

弧

巻
二

【
二

二
二

】
○

●

　
※

石
中

死
人

歌
、

挽
歌

茶
（

歌
番

号
）、

赤
※

関
連

す
る

二
二

〇
・

二
 

二
一

番
に

茶
色

の
書

き
込

み

茶
、

赤
、

青
、

緑

巻
三

【
二

六
六

】

　
※

夕
浪

千
鳥

、
雑

歌

茶
（

歌
番

号
）、

赤＊
【

九
六

】
番

歌
記

載
箇

所
に

残
る

書
き

込
み

（
赤

線
）

に
、

当
該

歌
と

の
関

連
が

窺
え

る
。

赤
《

千
鳥

》
茶

、
青

、
緑

巻
三

【
四

六
〇

】

　
※

挽
歌

（
長

歌
）

緑
赤

、
緑
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巻
一

六
　

○
●

【
三

八
六

〇
～

六
九

】

　
※

荒
雄

赤
、

緑
赤

巻
一

七
【

三
八

九
六

】
○

●

　
※

 波
の

上
に

お
け

る
精

神
的

動
揺

、
不

安
　

※
雑

歌

赤
青

緑

巻
一

八
【

四
〇

九
四

】

　
※

時
局

と
の

関
わ

り
　（「

海
ゆ

か
ば

」）

　
※

雑
歌

（
長

歌
））

赤
、

青
赤

四
〇

九
四

番
歌

の
引

用
箇

所
（

p133）
に

書
き

込
み

は
残

っ
て

い
な

い
が

、
後

年
の

大
伴

家
持

の
長

歌
に

関
す

る
書

き
込

み
が

別
の

箇
所（

p181）に
見

ら
れ

る
。

　
赤
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巻
二

〇
【

四
三

七
三

】
○

　
※

時
局

と
の

関
わ

り
　

※
防

人
歌

赤
　

赤

巻
二

〇
【

四
三

七
五

】
●

　
※

防
人

歌

黒
、

緑

巻
二

〇
【

四
三

八
八

】
●

　
※

 長
旅

に
よ

る
家

族
と

の
離

別
　

※
防

人
歌

　
赤

　
赤


